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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

12
月
28
日（
土
）・12
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
火
）・
19
日（
木
）・
26
日

（
木
）

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
30
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
６
期

介
護
保
険
料
６
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
６
期

納
期
限
は
１２
月
25
日（
水
）で
す

月
12

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

12
月
の
支
払
日

1
月
の
支
払
日

文化の薫り高い住民活動
～町民文化祭開催 in 文化ホール～

下仁田町下仁田町

広
報
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月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙
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料
広
告

有
料
広
告
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下仁田プライド in

文化振興による
まちづくり

人口
　男
　女
世帯

（　 8）
（　 8）
（ 0）
（　 4）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,238人
3,579人
3,659人
3,318世帯

転入  13人/  出生 3人
転出  6人/  死亡 18人

（11月1日現在）

（10月中）

10月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　彰　）
（　正　）
（　光　）
（早　苗）
（正　規）
（正　之）
（柳田小夜子）
（宗　紀）
（英　昭）
（浅香勝見）
（一　郎）
（多惠子）
（弘　夫）
（喜　紘）
（久　義）

下小坂
東　町
土谷沢
市ノ萱
東　町
城　西
大　坂
上　町
東　町
中　央
中小坂
旭　町
小　川
下　町
横　間

地　区
ご出産おめでとうございます

永 井　悠斗　 （隆弘・沙織）   中　央

（保護者）出　生　児
ゆうと

佐藤　今朝𠮷
神戸　玉江
土谷　忠男
神宮　國廣
古屋　俊次郎
平田　たい
林　　都子
佐藤　都
松村　喜好
黒澤　利明
永井　和夫
田村　繁三
清水　正子
渡邉　和喜
上原　きぬ江

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
安　藤　正貴　　  （南野牧）
大河原　鈴菜  　　（甘楽町）｛

道の駅しもにた
リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン
新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

下仁田コロッケ
1個 100円
数量制限なし

有
料
広
告

右記チケット提示でまるも屋の
「下仁田コロッケ」　1個100円!!
数量制限なし!!12/2日～16日まで

有
料
広
告

茂木時計店【オーダーメイド補聴器認定店】リオン、ワイデックス補聴器取り扱い
住所 下仁田町下仁田393-6　電話・ＦＡＸ 0274-82-2811
H P  www.tokei10.com

実用性の高いスタンダードモデル

オレオール 2020年モデル 各種オレオール 2020年モデル 各種

12月 特別展示品
日本伝統の工芸技術を用いた”和”の腕時計
・宇陀印傳・畳・栃木レザー

SALESALE 20,000円～円～円～11,00011,000円円円円
（税込価格）全品

メーカー希望価格 30,000円～



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

台風19号の状況報告をいたします。台風19号の状況報告をいたします。

時　間

７時００分

９時００分

９時００分

本部体制

災害警戒本部設置

災害対策本部設置

災害対策本部解除

　この度の台風により被害にあわれた皆様におかれましては、改めまして、心よりお見舞い申し上げ
ます。去る、10月12日～13日の台風19号の防災体制及び被災状況について、お知らせいたします。
　この度の台風により被害にあわれた皆様におかれましては、改めまして、心よりお見舞い申し上げ
ます。去る、10月12日～13日の台風19号の防災体制及び被災状況について、お知らせいたします。

●避難困難者の対応（10／12）
　・第1～第5分団まで避難広報活動実施　・第4分団／計6名避難困難者を団車等で輸送対応
　・第5分団／家族から依頼のあった世帯へ安否確認実施
●下河原　ポンプアップ対応（10／12）
　○消防車両9台／44名
　※1－1、1－2、2－1－1、2－2－2、3－2、4－2、5－2－2、5－2－1、5－1－1（9台）
　※第１（15）、第２（9）、第３（4）、第４（3）、第５（11）、本部（2）
●消防団各詰所待機団員数（10／12　　23時以降に団長から解散指示）
　○合計69名
　※第１（８）、第２（９）、第３（13）、第４（18）、第５（19）、本部（2）
●下河原での住宅床上浸水応援消防団員数（10／13）
　○合計60名
　※第１（15）、第２（11）、第３（14）、第４（０）、第５（18）、本部（2）

【本部体制】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 2 8 日 （ 月 ）

時　間

　８時００分

１０時００分

１４時００分

区　分

自主避難所開設

避難勧告発令

避難指示発令

該当地区

町内全域

町内全域

下河原地区

備　考

職員呼びかけ

【避難状況】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

地　区

西野牧

期間合計雨量

４９６ .５㎜

発　令

気象台資料

【降水量】
期　間

10月10日（木）～10月13日（日）まで

時　間

　７時１２分

　７時１２分

１０時２３分

１４時５７分

１５時３０分

発　令

大雨警報発令

洪水警報発令

土砂災害警戒情報

暴風警報

大雨特別警報発令

10月13日（日）　２時　３分　　解除

10月13日（日）１１時２５分　　解除

10月13日（日）　５時４３分　　解除

10月13日（日）　２時　３分　　解除

10月13日（日）　０時１０分　　解除

【警報等】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

被害状況

全　壊

大規模半壊

半壊

床　上

床　下

地区別

下仁田

　

７

１２

１２

３１

　１

１

　

１

３

　１

１

４

５

１１

　

　

　１

１

２

　

　

　

１

２

３

　２

９

１７

１

２１

５０

馬　山 小　坂 西　牧 青　倉
計 備　考

うち１件は非居住

うち３件は非居住

【住宅の被害状況】

【消防団応援状況】

令和元年１１月６日現在

※１７：００下河原地区浸水

時　間

　９時２０分

２２時４０分

水　位

　２ .６ｍ

４ .７５ｍ

備　考

避難判断水位到達

氾濫危険水位到達

※避難勧告発令判断目安

【河川状況（東部大橋）】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

場　所 日　時 最大人数

２５２

５２

４８

６０

２２

７５

８２

６９

６６０

【避難所状況】

１

２

３

４

５

６

７

８

保健センター

県立下仁田高校体育館

馬山社会体育館

本宿活性化センター

矢川友愛館

青倉社会体育館

荒船の湯

下仁田小学校体育館

１２日 ８時００分 ～ １３日１７時００分

１２日　９時３０分 ～ １３日　７時３０分

１２日　９時３０分 ～ １３日　６時００分

１２日　９時００分 ～ １３日　９時００分

１２日　９時００分 ～ １３日　７時３０分

１２日　９時３０分 ～ １３日　７時３０分

１２日１０時１５分 ～ １３日１１時００分

１２日１５時４５分 ～ １３日　７時３０分

１０時２０分 ３ .２７ｍ

広
報しもにた

台風１９号情報台風１９号情報



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

台風19号の状況報告をいたします。台風19号の状況報告をいたします。

時　間

７時００分

９時００分

９時００分

本部体制

災害警戒本部設置

災害対策本部設置

災害対策本部解除

　この度の台風により被害にあわれた皆様におかれましては、改めまして、心よりお見舞い申し上げ
ます。去る、10月12日～13日の台風19号の防災体制及び被災状況について、お知らせいたします。
　この度の台風により被害にあわれた皆様におかれましては、改めまして、心よりお見舞い申し上げ
ます。去る、10月12日～13日の台風19号の防災体制及び被災状況について、お知らせいたします。

●避難困難者の対応（10／12）
　・第1～第5分団まで避難広報活動実施　・第4分団／計6名避難困難者を団車等で輸送対応
　・第5分団／家族から依頼のあった世帯へ安否確認実施
●下河原　ポンプアップ対応（10／12）
　○消防車両9台／44名
　※1－1、1－2、2－1－1、2－2－2、3－2、4－2、5－2－2、5－2－1、5－1－1（9台）
　※第１（15）、第２（9）、第３（4）、第４（3）、第５（11）、本部（2）
●消防団各詰所待機団員数（10／12　　23時以降に団長から解散指示）
　○合計69名
　※第１（８）、第２（９）、第３（13）、第４（18）、第５（19）、本部（2）
●下河原での住宅床上浸水応援消防団員数（10／13）
　○合計60名
　※第１（15）、第２（11）、第３（14）、第４（０）、第５（18）、本部（2）

【本部体制】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 2 8 日 （ 月 ）

時　間

　８時００分

１０時００分

１４時００分

区　分

自主避難所開設

避難勧告発令

避難指示発令

該当地区

町内全域

町内全域

下河原地区

備　考

職員呼びかけ

【避難状況】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

地　区

西野牧

期間合計雨量

４９６ .５㎜

発　令

気象台資料

【降水量】
期　間

10月10日（木）～10月13日（日）まで

時　間

　７時１２分

　７時１２分

１０時２３分

１４時５７分

１５時３０分

発　令

大雨警報発令

洪水警報発令

土砂災害警戒情報

暴風警報

大雨特別警報発令

10月13日（日）　２時　３分　　解除

10月13日（日）１１時２５分　　解除

10月13日（日）　５時４３分　　解除

10月13日（日）　２時　３分　　解除

10月13日（日）　０時１０分　　解除

【警報等】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

被害状況

全　壊

大規模半壊

半壊

床　上

床　下

地区別

下仁田

　

７

１２

１２

３１

　１

１

　

１

３

　１

１

４

５

１１

　

　

　１

１

２

　

　

　

１

２

３

　２

９

１７

１

２１

５０

馬　山 小　坂 西　牧 青　倉
計 備　考

うち１件は非居住

うち３件は非居住

【住宅の被害状況】

【消防団応援状況】

令和元年１１月６日現在

※１７：００下河原地区浸水

時　間

　９時２０分

２２時４０分

水　位

　２ .６ｍ

４ .７５ｍ

備　考

避難判断水位到達

氾濫危険水位到達

※避難勧告発令判断目安

【河川状況（東部大橋）】
　 　

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

1 0 月 1 2 日 （ 土 ）

場　所 日　時 最大人数

２５２

５２

４８

６０

２２

７５

８２

６９

６６０

【避難所状況】

１

２

３

４

５

６

７

８

保健センター

県立下仁田高校体育館

馬山社会体育館

本宿活性化センター

矢川友愛館

青倉社会体育館

荒船の湯

下仁田小学校体育館

１２日 ８時００分 ～ １３日１７時００分

１２日　９時３０分 ～ １３日　７時３０分

１２日　９時３０分 ～ １３日　６時００分

１２日　９時００分 ～ １３日　９時００分

１２日　９時００分 ～ １３日　７時３０分

１２日　９時３０分 ～ １３日　７時３０分

１２日１０時１５分 ～ １３日１１時００分

１２日１５時４５分 ～ １３日　７時３０分

１０時２０分 ３ .２７ｍ

広
報しもにた

台風１９号情報台風１９号情報



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

令和元年度の上半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

町債

繰入金

県支出金

国庫支出金

各種交付金

その他

予算現額　 
9億6,314万円
1億4,069万円
13億8,356万円

8,859万円
3億6,356万円

収入済額　
3億7,950万円
6,545万円

6億2,856万円
1,296万円

3億6,306万円

収入率
39.4%
46.5%
45.4%
14.6%
99.9%

支出済額　
3億4,926万円
4,010万円

5億4,917万円
949万円

3億0,821万円

支出執行率
36.3%
28.5%
39.7%
10.7%
84.8%

0 5億円 10億円 15億円 20億円 25億円

　今年度の上半期（4月1日から9月30日）の財政状況を公表します。 
　一般会計の当初予算額は52億7,800万円でしたが、その後の補正予算（2億1,027万円）と前年
度の繰越事業分（歳入7,088万円）を合わせて9月30日の予算現額は55億5,915万円となってお
ります。

歳　入

特別会計
　 区 　 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
ガ ス 事 業 清 算

収益的収入および支出
2億5,048万円
9,345万円

2億4,623万円
6,342万円

資本的収入および支出
1億　133万円
3,313万円

1億7,723万円
9,960万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

23億4,547万円
16億0,337万円

8億2,581万円
4億7,492万円

5億1,154万円
2億9,500万円

5億3,980万円
0万円

4億4,044万円
3,043万円

2億1,999万円
1億1,446万円

3億7,812万円
7,474万円

2億9,798万円
1億6,668万円

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

55億5,915万円
27億5,960万円
49.6%
収入済額
予算現額

水道事業
給水世帯数　3,462世帯

町
が
経
営
す
る
水
道
事
業
の
会
計
で
す
。

公
営
企
業
の
業
務
状
況

総務費

民生費

衛生費

公債費

土木費

教育費

農林水産費

消防費

商工費

議会費等

0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円

歳　出
11億3,114万円

5億6,140万円
11億3,100万円

4億6,605万円

3億9,300万円
6,046万円

7億7,668万円
4億3,766万円

4億7,918万円
8,235万円

6億6,022万円
3億2,753万円

4億5,160万円
1億9,191万円

3億2,425万円
1億1,303万円
1億1,847万円

6,113万円
9,361万円

4,687万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

55億5,915万円
23億4,839万円
42.2%
支出済額
予算現額

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●令和元年度　町長交際費　
　町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。

（単位：円）

1

2

3

4

5

6

10月10日

10月23日

10月27日

10月分

10月分

10月分

会費

会費

その他

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

10月分 計

(10月分)

支出金額

下仁田地区納税団体連絡協議会懇親会

下仁田町商工行政懇談会懇親会

negiccoライブ生花

葬儀香典1件

葬儀生花4件

手土産代1件

3,000 

5,000 

5,000 

3,000 

20,000 

5,400 

41,400

　
県
は
、
「
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る

都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
定

め
る
」
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
変
更
を
予
定
し
て
お
り
、
変
更
案

を
ま
と
め
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

●
縦
覧
内
容

●
日
時
　
12
月
６
日
（
金
曜
日
）
〜
20
日

（
金
曜
日
）※

土
日
・
祝
日
を
除
く

●
場
所
　
県
都
市
計
画
課
　
富
岡
土
木

事
務
所
　
下
仁
田
町
役
場
　
建
設
水
道
課

●
内
容
　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

●
意
見
書
の
提
出

　変
更
案
に
つ
い

て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
群
馬

県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
意
見
書
の
提
出
を
希
望
す
る
方

は
、
12
月
20
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
県

庁
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
下
仁
田
町
役

場
　
建
設
水
道
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
（
郵
送
の
場
合
は
12
月
20
日
（
金

曜
日
）
必
着
）

●
問
い
合
わ
せ

●
群
馬
県
庁
22
階
都
市
計
画
課

（
☎
０
２
７―

２
２
６―

３
６
５
６
）

●
下
仁
田
町
役
場
　
建
設
水
道
課
（
☎

64―

８
８
０
７
）

【
県
央
広
域
都
市
計
画
圏
】
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
変
更
案
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

予算の執行状況

令
和
元
年
９
月
30
日
現
在

行政情報行政情報

広
報しもにた
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令和元年度の上半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

町債

繰入金

県支出金

国庫支出金

各種交付金

その他

予算現額　 
9億6,314万円
1億4,069万円
13億8,356万円

8,859万円
3億6,356万円

収入済額　
3億7,950万円
6,545万円

6億2,856万円
1,296万円

3億6,306万円

収入率
39.4%
46.5%
45.4%
14.6%
99.9%

支出済額　
3億4,926万円
4,010万円

5億4,917万円
949万円

3億0,821万円

支出執行率
36.3%
28.5%
39.7%
10.7%
84.8%

0 5億円 10億円 15億円 20億円 25億円

　今年度の上半期（4月1日から9月30日）の財政状況を公表します。 
　一般会計の当初予算額は52億7,800万円でしたが、その後の補正予算（2億1,027万円）と前年
度の繰越事業分（歳入7,088万円）を合わせて9月30日の予算現額は55億5,915万円となってお
ります。

歳　入

特別会計
　 区 　 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
ガ ス 事 業 清 算

収益的収入および支出
2億5,048万円
9,345万円

2億4,623万円
6,342万円

資本的収入および支出
1億　133万円
3,313万円

1億7,723万円
9,960万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

23億4,547万円
16億0,337万円

8億2,581万円
4億7,492万円

5億1,154万円
2億9,500万円

5億3,980万円
0万円

4億4,044万円
3,043万円

2億1,999万円
1億1,446万円

3億7,812万円
7,474万円

2億9,798万円
1億6,668万円

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

55億5,915万円
27億5,960万円
49.6%
収入済額
予算現額

水道事業
給水世帯数　3,462世帯

町
が
経
営
す
る
水
道
事
業
の
会
計
で
す
。

公
営
企
業
の
業
務
状
況

総務費

民生費

衛生費

公債費

土木費

教育費

農林水産費

消防費

商工費

議会費等

0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円

歳　出
11億3,114万円

5億6,140万円
11億3,100万円

4億6,605万円

3億9,300万円
6,046万円

7億7,668万円
4億3,766万円

4億7,918万円
8,235万円

6億6,022万円
3億2,753万円

4億5,160万円
1億9,191万円

3億2,425万円
1億1,303万円
1億1,847万円

6,113万円
9,361万円

4,687万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

55億5,915万円
23億4,839万円
42.2%
支出済額
予算現額

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●令和元年度　町長交際費　
　町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。

（単位：円）

1

2

3

4

5

6

10月10日

10月23日

10月27日

10月分

10月分

10月分

会費

会費

その他

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

10月分 計

(10月分)

支出金額

下仁田地区納税団体連絡協議会懇親会

下仁田町商工行政懇談会懇親会

negiccoライブ生花

葬儀香典1件

葬儀生花4件

手土産代1件

3,000 

5,000 

5,000 

3,000 

20,000 

5,400 

41,400

　
県
は
、
「
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る

都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
定

め
る
」
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
変
更
を
予
定
し
て
お
り
、
変
更
案

を
ま
と
め
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

●
縦
覧
内
容

●
日
時
　
12
月
６
日
（
金
曜
日
）
〜
20
日

（
金
曜
日
）※

土
日
・
祝
日
を
除
く

●
場
所
　
県
都
市
計
画
課
　
富
岡
土
木

事
務
所
　
下
仁
田
町
役
場
　
建
設
水
道
課

●
内
容
　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

●
意
見
書
の
提
出

　変
更
案
に
つ
い

て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
群
馬

県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
意
見
書
の
提
出
を
希
望
す
る
方

は
、
12
月
20
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
県

庁
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
下
仁
田
町
役

場
　
建
設
水
道
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
（
郵
送
の
場
合
は
12
月
20
日
（
金

曜
日
）
必
着
）

●
問
い
合
わ
せ

●
群
馬
県
庁
22
階
都
市
計
画
課

（
☎
０
２
７―

２
２
６―

３
６
５
６
）

●
下
仁
田
町
役
場
　
建
設
水
道
課
（
☎

64―

８
８
０
７
）

【
県
央
広
域
都
市
計
画
圏
】
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
変
更
案
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

予算の執行状況

令
和
元
年
９
月
30
日
現
在

行政情報行政情報

広
報しもにた
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報しもにた

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
家
計

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
消
費
を
下
支
え
す

る
た
め
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
発
行
し
ま
す
。

●
購
入
対
象
者

①
平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
下
仁

田
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和
元

年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
。
（
非
課
税
者
分
）

※

た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る

方
や
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主
。
（
子

育
て
世
帯
主
分
）

●
商
品
券
の
購
入
方
法
（
①
②
ど

ち
ら
に
も
該
当
す
る
方
は
両
方
の

条
件
で
購
入
で
き
ま
す
。
）

◯
対
象
者
①
の
方
　
購
入
引
換
券

の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
ま
だ
申

請
し
て
い
な
い
方
へ
10
月
に
申
請

書
を
再
送
し
ま
し
た
。
購
入
を
希

望
さ
れ
る
方
は
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
役
場
福
祉
課
福

祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
の
審
査
後
、
購
入
対
象
と
な

る
方
に
は
、
商
品
券
購
入
引
換
券

を
郵
送
し
ま
す
。※

購
入
対
象
者

と
思
わ
れ
る
方
で
申
請
書
が
届
か

な
い
方
は
、
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
請
期
間

令
和
元
年
12
月
20
日
（
金
）
ま
で

※

申
請
を
す
る
こ
と
で
商
品
券
を

必
ず
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
引
換
券
が
届
い
て
か
ら
商
品

券
購
入
の
判
断
を
し
て
い
た
だ
い

て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
購
入

を
迷
っ
て
い
る
方
は
早
め
の
申
請

を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
者
②
の
方
　
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
世
帯
主
の
方
宛
に
購

入
引
換
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

●
購
入
限
度
額
　
購
入
対
象
者
１

人
に
つ
き
２
５
，
０
０
０
円
分
の

商
品
券
を
２
０
，
０
０
０
円
で
購

入
で
き
ま
す
。

※

５
０
０
円
券
が
10
枚
で
１
セ
ッ

ト
（
５
，
０
０
０
円
分
）
の
商
品

券
を
４
，
０
０
０
円
で
５
セ
ッ
ト

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

●
商
品
券
使
用
期
間

令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）
か
ら

令
和
２
年
２
月
10
日
（
月
）
ま
で

※

商
品
券
購
入
場
所
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
換
券
送
付
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

〜
申
請
は
12
月
20
日
（
金
）
ま
で
〜

25
％
も
お
得
！
下
仁
田
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
申
請
に
つ
い
て

●
受
付
期
間
　
令
和
元
年
12
月
２

日
（
月
）
〜
令
和
２
年
１
月
16
日

（
木
）
ま
で
の
間
と
し
、
そ
の
後
の

申
請
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
12
月
２
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全

協
会
が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
印
鑑
、
証
明
書
代
６
７
０
円

を
持
参
し
て
富
岡
安
協
ま
た
は
、

下
仁
田
交
番
（
火
曜
日
の
み
）
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に

証
明
書
を
取
っ
た
方
は
、
令
和
２

年
１
月
31
日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）    

②
銀
章

（
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

③
金
章

（
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章

（
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章

（
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章

（
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

●
表
彰
式
　
令
和
２
年
春
の
交
通

安
全
運
動
期
間
中
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡

交
通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田

交
番
（
火
曜
日
）
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63―

２
４
２
４
）

行政情報行政情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

( 有 ) 総本家紙屋

ヨシザワ洋品店

イワイオートサービス

セブンイレブン下仁田町下仁田店

三文字屋商店

( 有 ) 森川酒店

茂木時計店

かしわや

( 有 ) 尚美堂印刷所

( 有 )まるや

なかい観光

大井田薬局 (株 )

寝具の大島

福田屋

(株 )古月堂

上信ハイヤー (株 )下仁田営業所

飯塚時計店

( 有 ) 鍋屋

小井土ラジオ商会

きになるｃａｆｅ　ｋｉｍａｍａ

ヘアーサロン サトウ

下仁田 361

下仁田 353-13

下仁田 83-13

下仁田 466-16

下仁田 272

下仁田 209

下仁田 393-6

下仁田 303-1

下仁田乙 442

下仁田 384

下仁田 3-1

下仁田 358

下仁田 565-7

下仁田 300

本宿 3760

下仁田 384-2

下仁田 385-16

下仁田 358

本宿 3640

白山 71-1

下仁田 383-10

事業者名 住所No.

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

アート美容室

高橋寝装店

布屋化粧品店

群馬ヤクルト販売 ㈱ 下仁田サービスセンター

里見文林堂

介護センター　しもにた

グループホーム杜の小径

(有 ) カネミ さいとう

ヘアーサロン ＨＩＲＯ

吉野屋

近田輪店

いかりや

菓匠　嶋屋

茂木燃料店

神戸自動車整備工場

佐藤真建設

食亭　エイト

(有 ) 新彦商店

みえ美容院

(有 ) 中磯商店

中江米穀店

本宿 3634

下仁田 391

下仁田 360

中小坂 64-1

下仁田 206-3

下仁田 429-9

大桑原 201-1

下仁田 385-13

下仁田 353-8

本宿 3674-1

下仁田 370-13

本宿 3766

本宿 3681

下仁田 563-2

川井 13-1

下小坂 201-1

下仁田 366-2

下仁田 311

下仁田 367-5

下仁田 313

下仁田 215-2

事業者名 住所No.
下仁田町プレミアム付商品券使用可能店舗一覧 （令和元年１1月１1日現在）

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

まやまドライ

ウエルシア薬局　下仁田店

ヘアーサロン　はやし

くるま工房　赤岩自動車

Ａコープ　下仁田店

伴野クリーニング店

美容室ファミリー

( 有 ) 神戸オート

花のたかはし・森の前ホール

じいとばあ

林自動車整備工場

八千代温泉　芹の湯

(株 )大坂屋

金子酒店

きよしや食堂

セキデン

( 有 )たかはし

(株 )ＫＦＥ

佐々木蒟蒻店

千野新建材

佐藤モータース

武藤商店

馬山 2723

下仁田 388-1

青倉107-2

大桑原491

下仁田 383-3

下仁田144

南野牧6077-4

中小坂 2963

下仁田 477-1

南野牧6011-2

下小坂 66

西野牧12809-1

中小坂 2920

下仁田 383-6

下仁田 385

川井16

下仁田 353-20

東野牧 2779

下仁田119-6

下仁田 382-4

下仁田 386-14

馬山 2785

事業者名 住所No.

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

安兵衛

大竹食堂

( 有 )日昇軒

( 有 )恵比寿屋

( 有 )マルイ　

アライドライ

道の駅しもにた物産館

( 有 )土谷電気商会

ホームエネルギーショップ 下仁田

マルジン理美容室

今井理容所

ふくだ塗装店

カシワヤ薬局 ( 有 )

すきやき　コロムビア

堀口精肉店

おかた茶屋

黛のこんにゃく屋

宮田畳店

東海ガス株式会社下仁田支店

土屋食品

( 有 ) 小沢新聞店

下仁田363-6

南野牧 7246-1

下仁田 360-4

下仁田 386

下仁田 214

下仁田 413

馬山 3766-11

川井117-2

下仁田 423-1

中小坂 2966-3

下仁田198

青倉 317

下仁田 251

下仁田 362

下仁田 359-1

東野牧 2641-1

南野牧 9654-1

下仁田188

下仁田 479-3

宮室160

下仁田 381-1

事業者名 住所No.
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報しもにた

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
家
計

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
消
費
を
下
支
え
す

る
た
め
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
発
行
し
ま
す
。

●
購
入
対
象
者

①
平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
下
仁

田
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和
元

年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
。
（
非
課
税
者
分
）

※

た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る

方
や
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主
。
（
子

育
て
世
帯
主
分
）

●
商
品
券
の
購
入
方
法
（
①
②
ど

ち
ら
に
も
該
当
す
る
方
は
両
方
の

条
件
で
購
入
で
き
ま
す
。
）

◯
対
象
者
①
の
方
　
購
入
引
換
券

の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
ま
だ
申

請
し
て
い
な
い
方
へ
10
月
に
申
請

書
を
再
送
し
ま
し
た
。
購
入
を
希

望
さ
れ
る
方
は
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
役
場
福
祉
課
福

祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
の
審
査
後
、
購
入
対
象
と
な

る
方
に
は
、
商
品
券
購
入
引
換
券

を
郵
送
し
ま
す
。※

購
入
対
象
者

と
思
わ
れ
る
方
で
申
請
書
が
届
か

な
い
方
は
、
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
請
期
間

令
和
元
年
12
月
20
日
（
金
）
ま
で

※

申
請
を
す
る
こ
と
で
商
品
券
を

必
ず
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
引
換
券
が
届
い
て
か
ら
商
品

券
購
入
の
判
断
を
し
て
い
た
だ
い

て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
購
入

を
迷
っ
て
い
る
方
は
早
め
の
申
請

を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
者
②
の
方
　
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
世
帯
主
の
方
宛
に
購

入
引
換
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

●
購
入
限
度
額
　
購
入
対
象
者
１

人
に
つ
き
２
５
，
０
０
０
円
分
の

商
品
券
を
２
０
，
０
０
０
円
で
購

入
で
き
ま
す
。

※

５
０
０
円
券
が
10
枚
で
１
セ
ッ

ト
（
５
，
０
０
０
円
分
）
の
商
品

券
を
４
，
０
０
０
円
で
５
セ
ッ
ト

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

●
商
品
券
使
用
期
間

令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）
か
ら

令
和
２
年
２
月
10
日
（
月
）
ま
で

※

商
品
券
購
入
場
所
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
換
券
送
付
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

〜
申
請
は
12
月
20
日
（
金
）
ま
で
〜

25
％
も
お
得
！
下
仁
田
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
申
請
に
つ
い
て

●
受
付
期
間
　
令
和
元
年
12
月
２

日
（
月
）
〜
令
和
２
年
１
月
16
日

（
木
）
ま
で
の
間
と
し
、
そ
の
後
の

申
請
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
12
月
２
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全

協
会
が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
印
鑑
、
証
明
書
代
６
７
０
円

を
持
参
し
て
富
岡
安
協
ま
た
は
、

下
仁
田
交
番
（
火
曜
日
の
み
）
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に

証
明
書
を
取
っ
た
方
は
、
令
和
２

年
１
月
31
日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）    

②
銀
章

（
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

③
金
章

（
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章

（
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章

（
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章

（
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

●
表
彰
式
　
令
和
２
年
春
の
交
通

安
全
運
動
期
間
中
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡

交
通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田

交
番
（
火
曜
日
）
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63―

２
４
２
４
）

行政情報行政情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

( 有 ) 総本家紙屋

ヨシザワ洋品店

イワイオートサービス

セブンイレブン下仁田町下仁田店

三文字屋商店

( 有 ) 森川酒店

茂木時計店

かしわや

( 有 ) 尚美堂印刷所

( 有 )まるや

なかい観光

大井田薬局 (株 )

寝具の大島

福田屋

(株 )古月堂

上信ハイヤー (株 )下仁田営業所

飯塚時計店

( 有 ) 鍋屋

小井土ラジオ商会

きになるｃａｆｅ　ｋｉｍａｍａ

ヘアーサロン サトウ

下仁田 361

下仁田 353-13

下仁田 83-13

下仁田 466-16

下仁田 272

下仁田 209

下仁田 393-6

下仁田 303-1

下仁田乙 442

下仁田 384

下仁田 3-1

下仁田 358

下仁田 565-7

下仁田 300

本宿 3760

下仁田 384-2

下仁田 385-16

下仁田 358

本宿 3640

白山 71-1

下仁田 383-10

事業者名 住所No.

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

アート美容室

高橋寝装店

布屋化粧品店

群馬ヤクルト販売 ㈱ 下仁田サービスセンター

里見文林堂

介護センター　しもにた

グループホーム杜の小径

(有 ) カネミ さいとう

ヘアーサロン ＨＩＲＯ

吉野屋

近田輪店

いかりや

菓匠　嶋屋

茂木燃料店

神戸自動車整備工場

佐藤真建設

食亭　エイト

(有 ) 新彦商店

みえ美容院

(有 ) 中磯商店

中江米穀店

本宿 3634

下仁田 391

下仁田 360

中小坂 64-1

下仁田 206-3

下仁田 429-9

大桑原 201-1

下仁田 385-13

下仁田 353-8

本宿 3674-1

下仁田 370-13

本宿 3766

本宿 3681

下仁田 563-2

川井 13-1

下小坂 201-1

下仁田 366-2

下仁田 311

下仁田 367-5

下仁田 313

下仁田 215-2

事業者名 住所No.
下仁田町プレミアム付商品券使用可能店舗一覧 （令和元年１1月１1日現在）

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

まやまドライ

ウエルシア薬局　下仁田店

ヘアーサロン　はやし

くるま工房　赤岩自動車

Ａコープ　下仁田店

伴野クリーニング店

美容室ファミリー

( 有 ) 神戸オート

花のたかはし・森の前ホール

じいとばあ

林自動車整備工場

八千代温泉　芹の湯

(株 )大坂屋

金子酒店

きよしや食堂

セキデン

( 有 )たかはし

(株 )ＫＦＥ

佐々木蒟蒻店

千野新建材

佐藤モータース

武藤商店

馬山 2723

下仁田 388-1

青倉107-2

大桑原491

下仁田 383-3

下仁田144

南野牧6077-4

中小坂 2963

下仁田 477-1

南野牧6011-2

下小坂 66

西野牧12809-1

中小坂 2920

下仁田 383-6

下仁田 385

川井16

下仁田 353-20

東野牧 2779

下仁田119-6

下仁田 382-4

下仁田 386-14

馬山 2785

事業者名 住所No.

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

安兵衛

大竹食堂

( 有 )日昇軒

( 有 )恵比寿屋

( 有 )マルイ　

アライドライ

道の駅しもにた物産館

( 有 )土谷電気商会

ホームエネルギーショップ 下仁田

マルジン理美容室

今井理容所

ふくだ塗装店

カシワヤ薬局 ( 有 )

すきやき　コロムビア

堀口精肉店

おかた茶屋

黛のこんにゃく屋

宮田畳店

東海ガス株式会社下仁田支店

土屋食品

( 有 ) 小沢新聞店

下仁田363-6

南野牧 7246-1

下仁田 360-4

下仁田 386

下仁田 214

下仁田 413

馬山 3766-11

川井117-2

下仁田 423-1

中小坂 2966-3

下仁田198

青倉 317

下仁田 251

下仁田 362

下仁田 359-1

東野牧 2641-1

南野牧 9654-1

下仁田188

下仁田 479-3

宮室160

下仁田 381-1

事業者名 住所No.
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固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
課
税
対
象
の
状
況
を
よ
り

的
確
に
把
握
し
、
公
平
且
つ
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
次
に
該

当
す
る
と
き
は
、
住
民
税
務
課 

税

務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊
し

た
時
（
平
成
31
年
１
月
〜
令
和
元

年
12
月
の
間
）

◎
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

◎
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
使
用
し

て
い
た
家
屋
を
住
宅
用
に
変
更
し

た
場
合
、
又
は
居
住
用
と
し
て
使

用
し
て
い
た
家
屋
を
店
舗
や
事
務

所
に
変
更
し
た
と
き
（
住
宅
用
地
は

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
税
額
の
特

例
が
あ
り
ま
す
。
）

●
申
請
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31

日
（
金
）

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
地
方
税
法
第
３
８

３
条
の
規
定
に
よ
り
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
（
資
産
の
名
称
、

取
得
価
格
、
取
得
年
月
、
耐
用
年

数
な
ど
）
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
期

限
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
告
の
方
法

◎
前
回
申
告
し
た
人
↓
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
申
告
書
に
平
成
31
年
１

月
２
日
か
ら
令
和
２
年
１
月
１
日

ま
で
の
増
加
・
減
少
資
産
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
（
増
減
の
な
い
人

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）
。

◎
新
た
に
申
告
す
る
人
↓
住
民
税

務
課 

税
務
係
に
必
要
な
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
賦

課
期
日
は
１
月
１
日
で
す
。
法
人
の

事
業
年
度
の
末
日
が
賦
課
期
日
と
異

な
る
場
合
で
、
事
業
年
度
末
以
降
賦

課
期
日
ま
で
に
資
産
の
増
加
・
減
少

の
異
動
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の

資
産
に
つ
い
て
も
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

●
提
出
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31

日
（
金
）

●
償
却
資
産
の
主
な
種
類

◎
構
築
物
↓
門
、
塀
、
橋
、
農
作

物
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
駐
車
場

な
ど
の
舗
装
、
広
告
設
備
、
庭
園

な
ど

◎
機
械
及
び
装
置
↓
旋
盤
、
プ
レ

ス
、
ク
レ
ー
ン
、
発
電
・
変
電
施

設
な
ど

◎
車
両
及
び
運
搬
具
↓
大
型
特
殊

自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
タ

イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
建
設
土
木

用
車
両
、
農
耕
用
車
両
な
ど
）
、

動
力
運
搬
車
な
ど
（
小
型
特
殊
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の

該
当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

◎
工
具
・
器
具
・
備
品
↓
検
査
工

具
、
治
具
、
電
気
・
ガ
ス
器
具
、

理
・
美
容
器
具
、
医
療
器
具
、
冷
暖

房
用
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー

ス
、
事
務
機
器
、
自
動
販
売
機
、
レ

ジ
ス
タ
ー
、
広
告
看
板
な
ど

※
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た

場
合
の
償
却
資
産
申
告

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光
発

電
設
備
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

を
設
置
し
た
時
は
、
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
り
、
償
却
資
産
（
固

定
資
産
）
と
し
て
町
へ
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、

屋
根
材
と
し
て
家
屋
（
固
定
資

産
）
に
該
当
す
る
部
分
は
、
今
回

の
申
告
・
課
税
の
対
象
外
で
す
。

◎
農
地
や
山
林
な
ど
を
太
陽
光
発

電
設
備
用
地
と
し
て
利
用
し
た
場

合
、
地
目
が
雑
種
地
に
な
り
、
そ

の
土
地
の
評
価
額
・
固
定
資
産
税

額
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

◎
個
人
住
宅
で
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
は
な
い
も
の
で
、
余
剰

電
力
で
あ
っ
て
も
発
電
出
力
が
一

〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
は
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
、
経

済
産
業
省
の
固
定
価
格
買
取
認
定

制
度
を
う
け
て
お
ら
ず
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
支
援
事
業

費
に
係
る
補
助
を
受
け
た
太
陽
光

発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
減
額
措

置
が
あ
り
ま
す
。
条
件
を
満
た
す

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
を
申
告

書
に
貼
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設

置
さ
れ
た
翌
年
か
ら
３
年
間
は
、

固
定
資
産
税
に
お
け
る
課
税
標
準

額
を
軽
減
し
ま
す
。

（
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｗ
以
上
は

課
税
標
準
額
を
４
分
の
１
軽
減
し

４
分
の
３
、
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｗ
未
満
は
課
税
標
準
額
を
３
分
の

１
軽
減
し
３
分
の
２
と
な
り
ま

す
。
）

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
に
よ
り
、
町
内
に
製
造
の
事
務

所
及
び
旅
館
業
又
は
情
報
通
信
技

術
利
用
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備

（
機
械
・
装
置
並
び
に
建
物
及
び

そ
の
附
属
設
備
）
を
新
設
又
は
増

設
し
た
場
合
、
左
記
条
件
が
整
え

ば
、
そ
の
固
定
資
産
税
が
３
年
間

免
除
に
な
り
ま
す
。
こ
の
免
除
を

受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

該
当
者
↓
青
色
申
告
を
行
っ
て
い

る
法
人
又
は
個
人

適
用
要
件
↓
新
増
設
し
た
設
備
の

取
得
価
格
の
合
計
が
、
２
、
７
０

０
万
円
を
超
え
る
場
合
（
た
だ

し
、
敷
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
後

１
年
以
内
に
建
設
着
手
し
た
も
の

に
限
る
。
）

課
税
免
除
期
間
↓
課
税
初
年
度
か

ら
３
年
間

申
請
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）
（
申
請
用
紙
は
住
民
税
務

課 

税
務
係
に
あ
り
ま
す
。
）
　

◎
わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
り
、
公
共

の
危
害
防
止
施
設
な
ど
（
詳
し
く

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
）
に
つ
い
て

該
当
す
る
場
合
は
、
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）
（
申
請
用
紙
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
）

●
償
却
資
産
の
申
告
書
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
申
告
分
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
（
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
）
の
施
行
に
伴
い
、
償
却
資
産

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
・
法
人
番
号
）
の
記
載
欄
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号

を
、
法
人
は
13
桁
の
法
人
番
号
を

所
定
の
記
載
欄
に
記
入
し
て
下
さ

い
。
個
人
番
号
を
記
載
し
た
申
告

書
の
提
出
時
に
は
、
窓
口
に
て
本

人
確
認
（
個
人
番
号
確
認
、
身
元

確
認
及
び
代
理
権
確
認
）
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
税

務
係
　
☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

　
償
却
資
産
・
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と

は
、
地
方
税
の
手
続
き
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
電
子

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
す
。 

　
オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
に
い
な
が
ら

申
告
・
届
出
が
で
き
、
電
子
申
告

を
実
施
し
て
い
る
市
区
町
村
へ
一

斉
送
信
も
可
能
で
す
の
で
、
郵
送

や
事
務
に
か
か
る
経
費
や
時
間
を

節
約
で
き
ま
す
。

●
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
利
用
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
12
時

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人
地
方
税
共
同
機
構

☎
０
５
７
０―

０
８
１
４
５
９

ま
た
は
☎
０
３―

５
５
０
０―

７

０
１
０

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後 

５
時

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

広
報しもにた

「
固
定
資
産
税
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

●
個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
実
施
の
徹
底

に
つ
い
て

　
群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は
、
個

人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
の
実
施
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
に
前
年
分
の
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
し
た
特
別
徴
収

該
当
事
業
所
に
「
総
括
表
」
、

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼
仕
切

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
例
外
と

し
て
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
理
由

が
あ
る
場
合
は
、
「
普
通
徴
収
切

替
理
由
書
兼
仕
切
書
」
に
記
入
の

上
、
「
令
和
２
年
度
（
31
・
元
年

分
）
給
与
支
払
報
告
書
」
、
「
総

括
表
」
と
合
わ
せ
て
令
和
２
年
１

月
31
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
個
人
の
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
？

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

が
、
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に

毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

従
業
員
に
代
わ
っ
て
市
町
村
に
納

付
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
税

務
係
　
☎
82―

２
１
１
３
（
直

通
）

「
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

事
業
用
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

人
は
償
却
資
産
の
申
告
を

事
業
用
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

人
は
償
却
資
産
の
申
告
を

「
償
却
資
産・給
与
支
払
報
告
書
」は

電
子
申
告
で
提
出

「
償
却
資
産・給
与
支
払
報
告
書
」は

電
子
申
告
で
提
出

【
課
税
免
除
（
過
疎
法
）
及
び
、

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
特
例
措
置

の
確
認
と
申
請
を
】

【
課
税
免
除
（
過
疎
法
）
及
び
、

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
特
例
措
置

の
確
認
と
申
請
を
】

行政情報行政情報
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固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
課
税
対
象
の
状
況
を
よ
り

的
確
に
把
握
し
、
公
平
且
つ
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
次
に
該

当
す
る
と
き
は
、
住
民
税
務
課 

税

務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊
し

た
時
（
平
成
31
年
１
月
〜
令
和
元

年
12
月
の
間
）

◎
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

◎
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
使
用
し

て
い
た
家
屋
を
住
宅
用
に
変
更
し

た
場
合
、
又
は
居
住
用
と
し
て
使

用
し
て
い
た
家
屋
を
店
舗
や
事
務

所
に
変
更
し
た
と
き
（
住
宅
用
地
は

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
税
額
の
特

例
が
あ
り
ま
す
。
）

●
申
請
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31

日
（
金
）

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
地
方
税
法
第
３
８

３
条
の
規
定
に
よ
り
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
（
資
産
の
名
称
、

取
得
価
格
、
取
得
年
月
、
耐
用
年

数
な
ど
）
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
期

限
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
告
の
方
法

◎
前
回
申
告
し
た
人
↓
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
申
告
書
に
平
成
31
年
１

月
２
日
か
ら
令
和
２
年
１
月
１
日

ま
で
の
増
加
・
減
少
資
産
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
（
増
減
の
な
い
人

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）
。

◎
新
た
に
申
告
す
る
人
↓
住
民
税

務
課 

税
務
係
に
必
要
な
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
賦

課
期
日
は
１
月
１
日
で
す
。
法
人
の

事
業
年
度
の
末
日
が
賦
課
期
日
と
異

な
る
場
合
で
、
事
業
年
度
末
以
降
賦

課
期
日
ま
で
に
資
産
の
増
加
・
減
少

の
異
動
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の

資
産
に
つ
い
て
も
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

●
提
出
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31

日
（
金
）

●
償
却
資
産
の
主
な
種
類

◎
構
築
物
↓
門
、
塀
、
橋
、
農
作

物
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
駐
車
場

な
ど
の
舗
装
、
広
告
設
備
、
庭
園

な
ど

◎
機
械
及
び
装
置
↓
旋
盤
、
プ
レ

ス
、
ク
レ
ー
ン
、
発
電
・
変
電
施

設
な
ど

◎
車
両
及
び
運
搬
具
↓
大
型
特
殊

自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
タ

イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
建
設
土
木

用
車
両
、
農
耕
用
車
両
な
ど
）
、

動
力
運
搬
車
な
ど
（
小
型
特
殊
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の

該
当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

◎
工
具
・
器
具
・
備
品
↓
検
査
工

具
、
治
具
、
電
気
・
ガ
ス
器
具
、

理
・
美
容
器
具
、
医
療
器
具
、
冷
暖

房
用
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー

ス
、
事
務
機
器
、
自
動
販
売
機
、
レ

ジ
ス
タ
ー
、
広
告
看
板
な
ど

※
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た

場
合
の
償
却
資
産
申
告

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光
発

電
設
備
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

を
設
置
し
た
時
は
、
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
り
、
償
却
資
産
（
固

定
資
産
）
と
し
て
町
へ
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、

屋
根
材
と
し
て
家
屋
（
固
定
資

産
）
に
該
当
す
る
部
分
は
、
今
回

の
申
告
・
課
税
の
対
象
外
で
す
。

◎
農
地
や
山
林
な
ど
を
太
陽
光
発

電
設
備
用
地
と
し
て
利
用
し
た
場

合
、
地
目
が
雑
種
地
に
な
り
、
そ

の
土
地
の
評
価
額
・
固
定
資
産
税

額
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

◎
個
人
住
宅
で
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
は
な
い
も
の
で
、
余
剰

電
力
で
あ
っ
て
も
発
電
出
力
が
一

〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
は
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
、
経

済
産
業
省
の
固
定
価
格
買
取
認
定

制
度
を
う
け
て
お
ら
ず
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
支
援
事
業

費
に
係
る
補
助
を
受
け
た
太
陽
光

発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
減
額
措

置
が
あ
り
ま
す
。
条
件
を
満
た
す

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
を
申
告

書
に
貼
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設

置
さ
れ
た
翌
年
か
ら
３
年
間
は
、

固
定
資
産
税
に
お
け
る
課
税
標
準

額
を
軽
減
し
ま
す
。

（
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｗ
以
上
は

課
税
標
準
額
を
４
分
の
１
軽
減
し

４
分
の
３
、
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｗ
未
満
は
課
税
標
準
額
を
３
分
の

１
軽
減
し
３
分
の
２
と
な
り
ま

す
。
）

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
に
よ
り
、
町
内
に
製
造
の
事
務

所
及
び
旅
館
業
又
は
情
報
通
信
技

術
利
用
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備

（
機
械
・
装
置
並
び
に
建
物
及
び

そ
の
附
属
設
備
）
を
新
設
又
は
増

設
し
た
場
合
、
左
記
条
件
が
整
え

ば
、
そ
の
固
定
資
産
税
が
３
年
間

免
除
に
な
り
ま
す
。
こ
の
免
除
を

受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

該
当
者
↓
青
色
申
告
を
行
っ
て
い

る
法
人
又
は
個
人

適
用
要
件
↓
新
増
設
し
た
設
備
の

取
得
価
格
の
合
計
が
、
２
、
７
０

０
万
円
を
超
え
る
場
合
（
た
だ

し
、
敷
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
後

１
年
以
内
に
建
設
着
手
し
た
も
の

に
限
る
。
）

課
税
免
除
期
間
↓
課
税
初
年
度
か

ら
３
年
間

申
請
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）
（
申
請
用
紙
は
住
民
税
務

課 

税
務
係
に
あ
り
ま
す
。
）
　

◎
わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
り
、
公
共

の
危
害
防
止
施
設
な
ど
（
詳
し
く

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
）
に
つ
い
て

該
当
す
る
場
合
は
、
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）
（
申
請
用
紙
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
）

●
償
却
資
産
の
申
告
書
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
申
告
分
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
（
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
）
の
施
行
に
伴
い
、
償
却
資
産

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
・
法
人
番
号
）
の
記
載
欄
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号

を
、
法
人
は
13
桁
の
法
人
番
号
を

所
定
の
記
載
欄
に
記
入
し
て
下
さ

い
。
個
人
番
号
を
記
載
し
た
申
告

書
の
提
出
時
に
は
、
窓
口
に
て
本

人
確
認
（
個
人
番
号
確
認
、
身
元

確
認
及
び
代
理
権
確
認
）
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
税

務
係
　
☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

　
償
却
資
産
・
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と

は
、
地
方
税
の
手
続
き
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
電
子

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
す
。 

　
オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
に
い
な
が
ら

申
告
・
届
出
が
で
き
、
電
子
申
告

を
実
施
し
て
い
る
市
区
町
村
へ
一

斉
送
信
も
可
能
で
す
の
で
、
郵
送

や
事
務
に
か
か
る
経
費
や
時
間
を

節
約
で
き
ま
す
。

●
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
利
用
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
12
時

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人
地
方
税
共
同
機
構

☎
０
５
７
０―

０
８
１
４
５
９

ま
た
は
☎
０
３―

５
５
０
０―

７

０
１
０

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後 

５
時

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

広
報しもにた

「
固
定
資
産
税
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

●
個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
実
施
の
徹
底

に
つ
い
て

　
群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は
、
個

人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
の
実
施
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
に
前
年
分
の
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
し
た
特
別
徴
収

該
当
事
業
所
に
「
総
括
表
」
、

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼
仕
切

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
例
外
と

し
て
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
理
由

が
あ
る
場
合
は
、
「
普
通
徴
収
切

替
理
由
書
兼
仕
切
書
」
に
記
入
の

上
、
「
令
和
２
年
度
（
31
・
元
年

分
）
給
与
支
払
報
告
書
」
、
「
総

括
表
」
と
合
わ
せ
て
令
和
２
年
１

月
31
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
個
人
の
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
？

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

が
、
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に

毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

従
業
員
に
代
わ
っ
て
市
町
村
に
納

付
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
税

務
係
　
☎
82―

２
１
１
３
（
直

通
）

「
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

事
業
用
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

人
は
償
却
資
産
の
申
告
を

事
業
用
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

人
は
償
却
資
産
の
申
告
を

「
償
却
資
産・給
与
支
払
報
告
書
」は

電
子
申
告
で
提
出

「
償
却
資
産・給
与
支
払
報
告
書
」は

電
子
申
告
で
提
出

【
課
税
免
除
（
過
疎
法
）
及
び
、

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
特
例
措
置

の
確
認
と
申
請
を
】

【
課
税
免
除
（
過
疎
法
）
及
び
、

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
特
例
措
置

の
確
認
と
申
請
を
】

行政情報行政情報
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水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国
一
斉 

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

〜
働
き
方
改
革
関
連
法
施
行
！
職
場
の
お
悩
み
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
試
験
放
送
が
、
次

の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時
　
令
和
元
年
12
月
４

日
（
水
）
午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
地
域
安

全
係
　
☎
82―

２
１
１
０
（
直
通
）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

試
験
放
送
の
実
施
に
つ
い
て

●
一
言
　
管
理
栄
養
士
と
し
て
食

生
活
や
栄
養
の
観
点
か
ら
皆
様
の

健
康
づ
く
り
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
く
、

町
民
の
皆
様
の
顔
と
名
前
を
覚
え

て
、
１
人
１
人
の
健
康
寿
命
を
延

ば
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
入
職
員
紹
介

氏名　岡田佳央梨
所属　保健課
　　 （管理栄養士）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手

間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度
や
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

●
口
座
振
替
の
種
類
（
令
和
元
年
度
）

○
通
常
の
口
座
振
替
（
割
引
無
し
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末
に
振
替

○
早
割
（
50
円
割
引
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

○
６
ヵ
月
前
納
（
1
、
1
２
0
円
割
引
）

　
・
上
期
４
月
〜
９
月
分
は
４
月
末
に
振
替

　
・
下
期
10
月
〜
翌
年
３
月
分
は
10
月
末
に
振
替

○
１
年
前
納
（
4
、
１
２
0
円
割
引
）

　
・
１
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

○
２
年
前
納
（
１
5
、
７
５
0
円
割
引
）

　
・
２
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

●
お
申
込
み
期
限

○
通
常
の
口
座
振
替
・
早
割
（
随
時
受
付
）

○
６
ヵ
月
前
納
（
上
期
２
月
末
ま
で
・
下
期
８
月
末
ま
で
）

○
１
年
前
納
・
２
年
前
納
（
２
月
末
ま
で
）

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
、

お
届
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

令
和
元
年
台
風
19
号
に
伴
う
災
害
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

シ
リ
ー
ズ
年
金

　
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
水
害
等
の
災
害
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
制
度
（
特
例
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。

（
災
害
に
よ
り
被
災
し
、
住
宅
、
家
財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
二
分
の
一
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
）

●
申
請
に
必
要
な
書
類

〇
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書

〇
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書
に
係
る
被
災
状
況
届

　
『
被
災
状
況
届
』
は
、
被
災
に
よ
る
損
害
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

財
産
等
の
金
額
及
び
損
害
額
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
罹
災
証
明
書
、
ま
た
は
被
害
農
林
漁
業
者
等
と
認
定
さ
れ
た
被
害
認

定
書
の
写
し

〇
保
険
金
・
損
害
賠
償
等
の
支
給
金
額
等
を
確
認
で
き
る
証
明
書
の
写
し

保
険
金
・
損
害
賠
償
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
を
役
場
住
民
係
ま
た
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（
申
請
書
は
役
場
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
住
民
係
　
☎
0
2
7
4
ー
82
ー
2
1
1
2

高
崎
年
金
事
務
所
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

　
12
月
か
ら
３
月
頃
に
か
け
て
、

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
近
年
の
気
候
変
動
で

急
激
な
寒
波
等
が
発
生
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
配
管
が
凍
結

し
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
凍
結
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

◯
水
道
の
凍
結
・
漏
水
を
防
ぐ
に
は

　
外
水
道
や
露
出
し
た
配
管
、
蛇

口
な
ど
に
は
保
温
材
や
毛
布
等
を

巻
い
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。
水
道

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
で
す

（
水
道
メ
ー
タ
ー
は
貸
出
で
す
の

で
、
管
理
は
個
人
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
凍
結
に
よ
る
破
損
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
検
針
の
際
は

数
値
が
確
認
で
き
る
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
）
。

　
ま
た
、
手
軽
な
凍
結
防
止
法
と

し
て
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
出
し

た
ま
ま
に
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
方
法
は
流
し
た
分
は
お

客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
凍
結
し
水
が
出
な
い
、
水
道
管
が

破
損
し
漏
水
し
て
い
る
場
合

　
凍
結
し
水
が
出
な
い
場
合
は
、

自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ
か
タ
オ

ル
や
布
を
か
ぶ
せ
た
上
か
ら
、
ぬ

る
ま
湯
を
か
け
ゆ
っ
く
り
と
か
し

ま
し
ょ
う
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る

と
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
管
が
破
損
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
宅
地
内
の
止
水
栓
を
閉

め
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

○
漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
水
道
を
使

っ
て
い
な
い
状
態
で
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
転
し
て

い
れ
ば
漏
水
し
て
お
り
ま
す
。
町

指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
給

水
管
は
個
人
管
理
な
の
で
修
理
費

は
お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ

ン
）

　
群
馬
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
長
時
間
労
働
、
残
業
代
未

払
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
不

当
解
雇
な
ど
勤
務
先
で
の
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
電
話
及
び
面
談
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
元
年
12
月
８
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
面
談
場
所
　
群
馬
司
法
書
士
会

別
館
（
前
橋
市
本
町
１―

５―

４
）

●
電
話
番
号
　
☎
０
１
２
０―

０

３
３―

５
４
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
そ
の
他
、
借
金

等
で
お
悩
み
の
方
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
面
談
相
談
は
予
約
不
要
で

す
の
で
直
接
会
場
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
担
当
者
　
関 

辰
朗

●
問
い
合
わ
せ

☎
０
８
０―

５
６
４
８―

７
５
８
６

行政情報行政情報
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水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国
一
斉 

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

〜
働
き
方
改
革
関
連
法
施
行
！
職
場
の
お
悩
み
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
試
験
放
送
が
、
次

の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時
　
令
和
元
年
12
月
４

日
（
水
）
午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
地
域
安

全
係
　
☎
82―

２
１
１
０
（
直
通
）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

試
験
放
送
の
実
施
に
つ
い
て

●
一
言
　
管
理
栄
養
士
と
し
て
食

生
活
や
栄
養
の
観
点
か
ら
皆
様
の

健
康
づ
く
り
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
く
、

町
民
の
皆
様
の
顔
と
名
前
を
覚
え

て
、
１
人
１
人
の
健
康
寿
命
を
延

ば
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
入
職
員
紹
介

氏名　岡田佳央梨
所属　保健課
　　 （管理栄養士）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手

間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度
や
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

●
口
座
振
替
の
種
類
（
令
和
元
年
度
）

○
通
常
の
口
座
振
替
（
割
引
無
し
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末
に
振
替

○
早
割
（
50
円
割
引
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

○
６
ヵ
月
前
納
（
1
、
1
２
0
円
割
引
）

　
・
上
期
４
月
〜
９
月
分
は
４
月
末
に
振
替

　
・
下
期
10
月
〜
翌
年
３
月
分
は
10
月
末
に
振
替

○
１
年
前
納
（
4
、
１
２
0
円
割
引
）

　
・
１
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

○
２
年
前
納
（
１
5
、
７
５
0
円
割
引
）

　
・
２
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

●
お
申
込
み
期
限

○
通
常
の
口
座
振
替
・
早
割
（
随
時
受
付
）

○
６
ヵ
月
前
納
（
上
期
２
月
末
ま
で
・
下
期
８
月
末
ま
で
）

○
１
年
前
納
・
２
年
前
納
（
２
月
末
ま
で
）

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
、

お
届
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

令
和
元
年
台
風
19
号
に
伴
う
災
害
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

シ
リ
ー
ズ
年
金

　
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
水
害
等
の
災
害
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
制
度
（
特
例
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。

（
災
害
に
よ
り
被
災
し
、
住
宅
、
家
財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
二
分
の
一
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
）

●
申
請
に
必
要
な
書
類

〇
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書

〇
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書
に
係
る
被
災
状
況
届

　
『
被
災
状
況
届
』
は
、
被
災
に
よ
る
損
害
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

財
産
等
の
金
額
及
び
損
害
額
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
罹
災
証
明
書
、
ま
た
は
被
害
農
林
漁
業
者
等
と
認
定
さ
れ
た
被
害
認

定
書
の
写
し

〇
保
険
金
・
損
害
賠
償
等
の
支
給
金
額
等
を
確
認
で
き
る
証
明
書
の
写
し

保
険
金
・
損
害
賠
償
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
を
役
場
住
民
係
ま
た
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（
申
請
書
は
役
場
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
住
民
係
　
☎
0
2
7
4
ー
82
ー
2
1
1
2

高
崎
年
金
事
務
所
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

　
12
月
か
ら
３
月
頃
に
か
け
て
、

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
近
年
の
気
候
変
動
で

急
激
な
寒
波
等
が
発
生
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
配
管
が
凍
結

し
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
凍
結
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

◯
水
道
の
凍
結
・
漏
水
を
防
ぐ
に
は

　
外
水
道
や
露
出
し
た
配
管
、
蛇

口
な
ど
に
は
保
温
材
や
毛
布
等
を

巻
い
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。
水
道

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
で
す

（
水
道
メ
ー
タ
ー
は
貸
出
で
す
の

で
、
管
理
は
個
人
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
凍
結
に
よ
る
破
損
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
検
針
の
際
は

数
値
が
確
認
で
き
る
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
）
。

　
ま
た
、
手
軽
な
凍
結
防
止
法
と

し
て
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
出
し

た
ま
ま
に
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
方
法
は
流
し
た
分
は
お

客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
凍
結
し
水
が
出
な
い
、
水
道
管
が

破
損
し
漏
水
し
て
い
る
場
合

　
凍
結
し
水
が
出
な
い
場
合
は
、

自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ
か
タ
オ

ル
や
布
を
か
ぶ
せ
た
上
か
ら
、
ぬ

る
ま
湯
を
か
け
ゆ
っ
く
り
と
か
し

ま
し
ょ
う
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る

と
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
管
が
破
損
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
宅
地
内
の
止
水
栓
を
閉

め
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

○
漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
水
道
を
使

っ
て
い
な
い
状
態
で
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
転
し
て

い
れ
ば
漏
水
し
て
お
り
ま
す
。
町

指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
給

水
管
は
個
人
管
理
な
の
で
修
理
費

は
お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ

ン
）

　
群
馬
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
長
時
間
労
働
、
残
業
代
未

払
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
不

当
解
雇
な
ど
勤
務
先
で
の
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
電
話
及
び
面
談
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
元
年
12
月
８
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
面
談
場
所
　
群
馬
司
法
書
士
会

別
館
（
前
橋
市
本
町
１―

５―

４
）

●
電
話
番
号
　
☎
０
１
２
０―

０

３
３―

５
４
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
そ
の
他
、
借
金

等
で
お
悩
み
の
方
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
面
談
相
談
は
予
約
不
要
で

す
の
で
直
接
会
場
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
担
当
者
　
関 

辰
朗

●
問
い
合
わ
せ

☎
０
８
０―

５
６
４
８―

７
５
８
６

行政情報行政情報



13 12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

「道路などの漏水」は下記へご連絡ください!

平日
午前８時３０分～午後５時１５分

休日
及び夜間

下仁田町役場
（建設水道課）
☎64-8808

▼水道指定工事事業者一覧　（令和元年11月1日現在）

㈲石井ライフ工業

㈲今井水道ガス工事店

下山管工

ストロング商会

榊原水道

㈲今井鉄建設備

デザイン工業㈲

茂木燃料店

小金沢工業

㈲小板橋設備

吉崎160-2

川井38-3

馬山3685-2

本宿3761

馬山1260

吉崎74-4

西野牧5809-1

下仁田563-2

南野牧9330-1

南野牧8252

☎82-2762

☎82-2654

☎82-5769

☎84-2271

☎82-2896

☎82-5744

☎84-3131

☎82-2331

☎84-2996

☎84-2409

事業者名 電話番号

☎82-4601

☎84-2068

☎82-5166

☎82-4260

☎82-4011

☎82-3019

☎82-5760

☎82-4103

☎82-5516

電話番号住　　所

馬山925

西野牧14105

栗山101-2

馬山甲4906

中小坂2980-2

白山197-1

馬山4141-34

馬山2025-1

青倉1957-1

住　　所

※紙面の都合上、町内業者のみ掲載してあります

武藤水道

瀬間水道工事店

㈲今井土木

㈲下山工業

寒河江設備

㈲下南興業社

㈲神戸造園

土屋設備

㈲黒沢組

事業者名

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

年末年始業務のお知らせ

下仁田町役場
保健センター
下仁田町歴史館
自然史館
公民館

火葬業
ごみ処理業務収集㈲エコトピア

し尿汲み取り・浄化槽清掃
㈲下南興業社
㈲荒船環境興業

27日㈮
令和元年12月 令和2年1月

12月28日～1月5日まで休庁
12月28日～1月5日まで休館
12月28日～1月3日まで休館
12月28日～1月4日まで休館

12月28日～1月5日まで休館※12月28日㈯は図書の返却のみ
12月28日～1月5日まで休診
※ただし、急患は対応します。

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯ ◯

×

×

◯

× ◯
◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯
◯

◯

◯

◯
◯
×
◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯12月30日～1月3日まで運休
※12月28日・29日・1月4・5日は土・日・祝日ダイヤで運行

12月28日～1月5日まで休業
1月1日～1月3日まで休業

12月31日～1月5日まで休業

12月29日～1月5日まで休業
（注）12月28日（土）は（有）下南興業社のみ通常業務を行います。
（注）年末の申し込みは、13日（金）までにお願いします。

※12月30日（月）の午前8時30分から午後4時まで「燃えるゴミ」に限り受け入れます。
※土・日・祝祭日は、焼却場への持込はできません。

28日㈯ 29日㈰ 30日㈪ 31日㈫ 2日㈭ 3日㈮ 4日㈯ 5日㈰ 6日㈪1日㈬元旦

焼却場

しもにたバス

下仁田厚生病院

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
11
月
７
日
（
木
）
、
群
馬
県
庁

正
庁
の
間
に
お
い
て
、
保
健
事
業

等
功
労
者
知
事
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
健
康
増
進
（
栄
養
・
食
生
活

改
善
）
部
門
で
小
金
澤
ヨ
シ
子
さ

ん
（
下
仁
田
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

保
健
事
業
等
功
労
者

知
事
表
彰
受
賞

　
11
月
７
日
（
木
）
、
群
馬
県
庁

正
庁
の
間
に
お
い
て
、
食
育
推
進

活
動
優
良
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
家

庭
・
地
域
部
門
で
下
仁
田
町
食
育

推
進
計
画
実
行
委
員
会
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
12
団
体
（
区
長
・
消

防
団
・
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

商
工
会
青
年
部
・
農
業
委
員
・
Ａ

コ
ー
プ
・
民
生
児
童
委
員
・
老
人

ク
ラ
ブ
・
保
育
園
こ
ど
も
園
保
護

者
・
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
健
推
進

員
・
食
生
活
改
善
推
進
員
）
と
連

携
し
た
食
育
推
進
事
業
の
継
続
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
育
推
進
活
動

優
良
表
彰
受
賞

●
日
時
　
12
月
14
日
（
土
）

●
食
事

12
時
30
分
〜
14
時
15
分
か
17
時
〜
19
時

15
分
（
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

●
演
奏
　
14
時
30
分
〜
16
時
45
分

●
参
加
費

食
事
＋
演
奏
　
　
　
２
，
０
０
０
円

食
事
か
演
奏
の
み
　
１
，
２
０
０
円

食
事
を
希
望
さ
れ
る
方
は
要
予
約

演
奏
の
み
は
予
約
不
要

予
約
申
し
込
み
は
12
月
12
日
（
木
）
ま
で

シ
モ
ン
フ
ッ
ド

☎
０
２
７
４―

67―

５
６
５
１
か

info@
shim

onhood.com

●
場
所

食
事
＠
シ
モ
ン
フ
ッ
ド

演
奏
＠
下
仁
田
文
化
ホ
ー
ル

●
味
　
群
馬
（
下
仁
田
）
と
イ
ン
ド
お

よ
び
世
界
の
食
文
化
＋
音
文
化
の
融
合
を

通
じ
下
仁
田
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
文

化
交
流
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
下
仁
田

に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
パ
イ
ス
カ

レ
ー
店
「
シ
モ
ン
フ
ッ
ド
」
で
下
仁
田
の

農
産
物
を
使
っ
た
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
あ

ら
た
に
創
作
。
健
康
に
も
良
い
ス
パ
イ
ス

を
使
っ
た
食
事
の
提
案
も
行
う
。

●
音
　
下
仁
田
町
を
基
点
と
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
日
印
音
楽
交
流
会
の
30
周
年
に
、
日

本
・
イ
ン
ド
・
イ
タ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ

音
楽
の
名
手
３
名
に
よ
る
東
西
南
北
の

声
楽
と
器
楽
を
披
露
す
る
。
和
楽
器
と

和
歌
、
イ
ン
ド
太
鼓
と
歌
、
リ
ュ
ー
ト

と
ギ
タ
ー
に
よ
る
古
典
・
民
謡
・
創
作

音
楽
に
お
馴
染
み
の
曲
や
未
知
な
る
音

体
験
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
後
援
　
下
仁
田
町
・
下
仁
田
町
教
育

委
員
会

●
記
念
す
べ
き
２
０
１
９
年

日
本
＊
平
成
30
年
↓
令
和
元
年

イ
ン
ド
＊
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
誕
生

１
５
０
周
年

イ
タ
リ
ア
＊
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
没
後
５
０
０
周
年

ア
メ
リ
カ
＊
月
面
着
陸
＋ 

ウ
ッ
ド
ス

ト
ッ
ク
音
楽
祭
＋
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誕

生
50
周
年

味
と
音
に
よ
る
国
際
文
化
祭

逆瀬川健治
（インド太鼓タブラー）

Ed Durbrow
（リュート・ギター・歌）

T M Hoffman
（尺八・箏・歌）

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題 行政情報行政情報

広
報しもにた



13 12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

「道路などの漏水」は下記へご連絡ください!

平日
午前８時３０分～午後５時１５分

休日
及び夜間

下仁田町役場
（建設水道課）
☎64-8808

▼水道指定工事事業者一覧　（令和元年11月1日現在）

㈲石井ライフ工業

㈲今井水道ガス工事店

下山管工

ストロング商会

榊原水道

㈲今井鉄建設備

デザイン工業㈲

茂木燃料店

小金沢工業

㈲小板橋設備

吉崎160-2

川井38-3

馬山3685-2

本宿3761

馬山1260

吉崎74-4

西野牧5809-1

下仁田563-2

南野牧9330-1

南野牧8252

☎82-2762

☎82-2654

☎82-5769

☎84-2271

☎82-2896

☎82-5744

☎84-3131

☎82-2331

☎84-2996

☎84-2409

事業者名 電話番号

☎82-4601

☎84-2068

☎82-5166

☎82-4260

☎82-4011

☎82-3019

☎82-5760

☎82-4103

☎82-5516

電話番号住　　所

馬山925

西野牧14105

栗山101-2

馬山甲4906

中小坂2980-2

白山197-1

馬山4141-34

馬山2025-1

青倉1957-1

住　　所

※紙面の都合上、町内業者のみ掲載してあります

武藤水道

瀬間水道工事店

㈲今井土木

㈲下山工業

寒河江設備

㈲下南興業社

㈲神戸造園

土屋設備

㈲黒沢組

事業者名

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

年末年始業務のお知らせ

下仁田町役場
保健センター
下仁田町歴史館
自然史館
公民館

火葬業
ごみ処理業務収集㈲エコトピア

し尿汲み取り・浄化槽清掃
㈲下南興業社
㈲荒船環境興業

27日㈮
令和元年12月 令和2年1月

12月28日～1月5日まで休庁
12月28日～1月5日まで休館
12月28日～1月3日まで休館
12月28日～1月4日まで休館

12月28日～1月5日まで休館※12月28日㈯は図書の返却のみ
12月28日～1月5日まで休診
※ただし、急患は対応します。

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯ ◯

×

×

◯

× ◯
◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯
◯

◯

◯

◯
◯
×
◯
◯

◯
◯

◯

◯

◯12月30日～1月3日まで運休
※12月28日・29日・1月4・5日は土・日・祝日ダイヤで運行

12月28日～1月5日まで休業
1月1日～1月3日まで休業

12月31日～1月5日まで休業

12月29日～1月5日まで休業
（注）12月28日（土）は（有）下南興業社のみ通常業務を行います。
（注）年末の申し込みは、13日（金）までにお願いします。

※12月30日（月）の午前8時30分から午後4時まで「燃えるゴミ」に限り受け入れます。
※土・日・祝祭日は、焼却場への持込はできません。

28日㈯ 29日㈰ 30日㈪ 31日㈫ 2日㈭ 3日㈮ 4日㈯ 5日㈰ 6日㈪1日㈬元旦

焼却場

しもにたバス

下仁田厚生病院

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
11
月
７
日
（
木
）
、
群
馬
県
庁

正
庁
の
間
に
お
い
て
、
保
健
事
業

等
功
労
者
知
事
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
健
康
増
進
（
栄
養
・
食
生
活

改
善
）
部
門
で
小
金
澤
ヨ
シ
子
さ

ん
（
下
仁
田
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

保
健
事
業
等
功
労
者

知
事
表
彰
受
賞

　
11
月
７
日
（
木
）
、
群
馬
県
庁

正
庁
の
間
に
お
い
て
、
食
育
推
進

活
動
優
良
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
家

庭
・
地
域
部
門
で
下
仁
田
町
食
育

推
進
計
画
実
行
委
員
会
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
12
団
体
（
区
長
・
消

防
団
・
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

商
工
会
青
年
部
・
農
業
委
員
・
Ａ

コ
ー
プ
・
民
生
児
童
委
員
・
老
人

ク
ラ
ブ
・
保
育
園
こ
ど
も
園
保
護

者
・
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
健
推
進

員
・
食
生
活
改
善
推
進
員
）
と
連

携
し
た
食
育
推
進
事
業
の
継
続
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
育
推
進
活
動

優
良
表
彰
受
賞

●
日
時
　
12
月
14
日
（
土
）

●
食
事

12
時
30
分
〜
14
時
15
分
か
17
時
〜
19
時

15
分
（
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

●
演
奏
　
14
時
30
分
〜
16
時
45
分

●
参
加
費

食
事
＋
演
奏
　
　
　
２
，
０
０
０
円

食
事
か
演
奏
の
み
　
１
，
２
０
０
円

食
事
を
希
望
さ
れ
る
方
は
要
予
約

演
奏
の
み
は
予
約
不
要

予
約
申
し
込
み
は
12
月
12
日
（
木
）
ま
で

シ
モ
ン
フ
ッ
ド

☎
０
２
７
４―

67―

５
６
５
１
か

info@
shim

onhood.com

●
場
所

食
事
＠
シ
モ
ン
フ
ッ
ド

演
奏
＠
下
仁
田
文
化
ホ
ー
ル

●
味
　
群
馬
（
下
仁
田
）
と
イ
ン
ド
お

よ
び
世
界
の
食
文
化
＋
音
文
化
の
融
合
を

通
じ
下
仁
田
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
文

化
交
流
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
下
仁
田

に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
パ
イ
ス
カ

レ
ー
店
「
シ
モ
ン
フ
ッ
ド
」
で
下
仁
田
の

農
産
物
を
使
っ
た
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
あ

ら
た
に
創
作
。
健
康
に
も
良
い
ス
パ
イ
ス

を
使
っ
た
食
事
の
提
案
も
行
う
。

●
音
　
下
仁
田
町
を
基
点
と
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
日
印
音
楽
交
流
会
の
30
周
年
に
、
日

本
・
イ
ン
ド
・
イ
タ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ

音
楽
の
名
手
３
名
に
よ
る
東
西
南
北
の

声
楽
と
器
楽
を
披
露
す
る
。
和
楽
器
と

和
歌
、
イ
ン
ド
太
鼓
と
歌
、
リ
ュ
ー
ト

と
ギ
タ
ー
に
よ
る
古
典
・
民
謡
・
創
作

音
楽
に
お
馴
染
み
の
曲
や
未
知
な
る
音

体
験
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
後
援
　
下
仁
田
町
・
下
仁
田
町
教
育

委
員
会

●
記
念
す
べ
き
２
０
１
９
年

日
本
＊
平
成
30
年
↓
令
和
元
年

イ
ン
ド
＊
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
誕
生

１
５
０
周
年

イ
タ
リ
ア
＊
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
没
後
５
０
０
周
年

ア
メ
リ
カ
＊
月
面
着
陸
＋ 

ウ
ッ
ド
ス

ト
ッ
ク
音
楽
祭
＋
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誕

生
50
周
年

味
と
音
に
よ
る
国
際
文
化
祭

逆瀬川健治
（インド太鼓タブラー）

Ed Durbrow
（リュート・ギター・歌）

T M Hoffman
（尺八・箏・歌）

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題 行政情報行政情報

広
報しもにた
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
往
復
は
が
き
の
案
内
状
が
届
き
、

出
欠
席
の
返
信
を
さ
れ
て
な
い
方

は
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
返
信
が
遅
い
場
合
に
は
、
名
簿
な

ど
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
に
住
所
が
な
く

出
席
希
望
の
方
は
、
別
途
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係 

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
時
　

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

受
付
　
午
後
１
時
30
分

開
式
　
午
後
２
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
群
馬
県
内

の
被
災
者
の
方
々
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
・
祝

日
も
平
日
と
同
じ
時
間
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
（
保
健
セ
ン

タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　
役
場
会
計
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
１
月
22

日
（
水
）
ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
会
計
課
　

役
場
内
線
4
0
0
・
4
0
1

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
4
日
か
ら
10

日
ま
で
の
一
週
間
を
「
第
71
回
人
権

週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
各
種
行

事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
県
内

の
各
市
町
村
に
お
い
て
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
等
、
人
権
問
題

や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

お
気
軽
に
お
近
く
の
特
設
人
権
相

談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金
は

無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
け
る
特
設
相
談

所
開
設
の
日
程
や
会
場
等
に
つ
い

て
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま
た
、
特
設
人
権
相
談
所
へ
お

越
し
に
な
れ
な
い
方
は
、
通
常
ど
お

り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支
局

で
も
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ

い
。

●
通
常
相
談
窓
口

（
１
）み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
受
付
時
間
　
平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

（
２
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

　●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6

（
代
表
）

　
県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

や
不
法
焼
却
な
ど
の
不
適
正
な
処

理
を
防
止
す
る
た
め
、
12
月
を

「
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
強
化
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
休
日
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空

か
ら
の
監
視
、
啓
発
活
動
な
ど
適

正
処
理
に
向
け
た
取
組
を
集
中
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
不
適
正
処
理
は
、

未
然
防
止
と
早
期
発
見
が
と
て
も

重
要
で
す
。

　
地
域
の
環
境
は
、
地
域
で
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
不
適
正
処

理
情
報
（
日
時
・
場
所
等
）
の
提

供
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◯
通
報
例
1
　
出
張
先
で
廃
棄
物
の
投

棄
と
思
わ
れ
る
場
所
を
見
つ
け
た
。

◯
通
報
例
2
　
自
宅
近
く
で
廃
棄
物

の
焼
却
と
思
わ
れ
る
行
為
を
見
つ
け

た
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
い
合
わ
せ
　

県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

　
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や

そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁

判
の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、

各
種
機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

○
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一

部
に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出
す

る
等
、
被
害
者
等
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
精
神
的
負
担
の
軽
減

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談

な
ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者

相
談
電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

○
安
全
の
確
保

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害

を
受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導

や
立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、

様
々
な
機
材
等
を
活
用
し
て
安
全

対
策
を
講
じ
ま
す
。

○
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外

犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、

負
傷
又
は
疾
病
が
応
じ
た
場
合
及
び
日

本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行
為
に

よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、

ご
遺
族
や
被
害
者
本
人
に
対
し
て
、
国

が
一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
（
審
査
に
よ
り
、
減
額
又
は
不
支

給
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）
な

お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0
内

線
2
1
1

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
を
始
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関
心

と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致

容
疑
事
案
」
及
び
「
拉
致
の
可
能

性
を
排
除
で
き
な
い
事
案
」
に
関

す
る
情
報
提
供
等
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
来
年
度
の
自
動
車
税
の
納
税
の
た

め
、
今
か
ら
準
備
し
ま
せ
ん
か
。
納

期
限
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ

て
も
、
口
座
振
替
な
ら
、
自
動
的

に
納
税
で
き
て
安
心
。
お
申
込
み

は
、
専
用
の
申
込
み
は
が
き
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
便
ポ
ス

ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

●
申
込
み
は
が
き
　
行
政
県
税
事
務

所
、自
動
車
税
事
務
所
、市
町
村
役
場
、

各
金
融
機
関
窓
口
等
に
あ
り
郵
送
で

お
送
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
金
融
機
関
　
銀
行
、

信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
信
用
組
合
、

農
業
協
同
組
合
な
ど
で
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
お
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
間
　
２
月
末
日
ま
で
の

お
申
し
込
み
で
、
来
年
度
の
納
税

（
５
月
末
）か
ら
ご
利
用
開
始
。

●
振
替
日
　
納
期
限
（
５
月
末
日
）

※
令
和
2
年
は
6
月
1
日
（
月
）
に

な
り
ま
す
。

○
車
検
用
納
税
証
明
書
は
、
振
替

納
税
確
認
後
、
６
月
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　

☎
０
２
７
４
―
63
―
２
２
４
５

自
動
車
税
事
務
所
　

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
４
３
４
３

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
３
日
、１
月
７
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お
子
さ

ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

を
、
固
定
金
利
（
年
１
．６
６
％
（
令

和
元
年
11
月
１
日
現
在
））
で
利
用

で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
﹈

☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
義
援
金
を
受
付
中
で
す

「
第
71
回
人
権
週
間
」に
つ
い
て

富
岡
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
税
は
、口
座
振

替
が
安
心・便
利・確
実
で
す

12
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理
推

進
強
化
月
間
で
す

（
不
法
投
棄・焼
却
防
止
）

成
人
式
の
申
し
込
み
は

お
済
み
で
す
か
？

http://w
w
w
.jinken.go.jp/

https://w
w
w
/police.pref.gunm

a.
jp/subindex/keibi.htm

l
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
往
復
は
が
き
の
案
内
状
が
届
き
、

出
欠
席
の
返
信
を
さ
れ
て
な
い
方

は
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
返
信
が
遅
い
場
合
に
は
、
名
簿
な

ど
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
に
住
所
が
な
く

出
席
希
望
の
方
は
、
別
途
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係 

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
時
　

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

受
付
　
午
後
１
時
30
分

開
式
　
午
後
２
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
群
馬
県
内

の
被
災
者
の
方
々
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
・
祝

日
も
平
日
と
同
じ
時
間
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
（
保
健
セ
ン

タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　
役
場
会
計
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
１
月
22

日
（
水
）
ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
会
計
課
　

役
場
内
線
4
0
0
・
4
0
1

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
4
日
か
ら
10

日
ま
で
の
一
週
間
を
「
第
71
回
人
権

週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
各
種
行

事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
県
内

の
各
市
町
村
に
お
い
て
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
等
、
人
権
問
題

や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

お
気
軽
に
お
近
く
の
特
設
人
権
相

談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金
は

無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
け
る
特
設
相
談

所
開
設
の
日
程
や
会
場
等
に
つ
い

て
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま
た
、
特
設
人
権
相
談
所
へ
お

越
し
に
な
れ
な
い
方
は
、
通
常
ど
お

り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支
局

で
も
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ

い
。

●
通
常
相
談
窓
口

（
１
）み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
受
付
時
間
　
平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

（
２
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

　●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6

（
代
表
）

　
県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

や
不
法
焼
却
な
ど
の
不
適
正
な
処

理
を
防
止
す
る
た
め
、
12
月
を

「
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
強
化
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
休
日
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空

か
ら
の
監
視
、
啓
発
活
動
な
ど
適

正
処
理
に
向
け
た
取
組
を
集
中
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
不
適
正
処
理
は
、

未
然
防
止
と
早
期
発
見
が
と
て
も

重
要
で
す
。

　
地
域
の
環
境
は
、
地
域
で
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
不
適
正
処

理
情
報
（
日
時
・
場
所
等
）
の
提

供
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◯
通
報
例
1
　
出
張
先
で
廃
棄
物
の
投

棄
と
思
わ
れ
る
場
所
を
見
つ
け
た
。

◯
通
報
例
2
　
自
宅
近
く
で
廃
棄
物

の
焼
却
と
思
わ
れ
る
行
為
を
見
つ
け

た
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
い
合
わ
せ
　

県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

　
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や

そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁

判
の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、

各
種
機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

○
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一

部
に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出
す

る
等
、
被
害
者
等
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
精
神
的
負
担
の
軽
減

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談

な
ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者

相
談
電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

○
安
全
の
確
保

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害

を
受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導

や
立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、

様
々
な
機
材
等
を
活
用
し
て
安
全

対
策
を
講
じ
ま
す
。

○
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外

犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、

負
傷
又
は
疾
病
が
応
じ
た
場
合
及
び
日

本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行
為
に

よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、

ご
遺
族
や
被
害
者
本
人
に
対
し
て
、
国

が
一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
（
審
査
に
よ
り
、
減
額
又
は
不
支

給
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）
な

お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0
内

線
2
1
1

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
を
始
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関
心

と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致

容
疑
事
案
」
及
び
「
拉
致
の
可
能

性
を
排
除
で
き
な
い
事
案
」
に
関

す
る
情
報
提
供
等
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
来
年
度
の
自
動
車
税
の
納
税
の
た

め
、
今
か
ら
準
備
し
ま
せ
ん
か
。
納

期
限
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ

て
も
、
口
座
振
替
な
ら
、
自
動
的

に
納
税
で
き
て
安
心
。
お
申
込
み

は
、
専
用
の
申
込
み
は
が
き
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
便
ポ
ス

ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

●
申
込
み
は
が
き
　
行
政
県
税
事
務

所
、自
動
車
税
事
務
所
、市
町
村
役
場
、

各
金
融
機
関
窓
口
等
に
あ
り
郵
送
で

お
送
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
金
融
機
関
　
銀
行
、

信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
信
用
組
合
、

農
業
協
同
組
合
な
ど
で
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
お
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
間
　
２
月
末
日
ま
で
の

お
申
し
込
み
で
、
来
年
度
の
納
税

（
５
月
末
）か
ら
ご
利
用
開
始
。

●
振
替
日
　
納
期
限
（
５
月
末
日
）

※
令
和
2
年
は
6
月
1
日
（
月
）
に

な
り
ま
す
。

○
車
検
用
納
税
証
明
書
は
、
振
替

納
税
確
認
後
、
６
月
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　

☎
０
２
７
４
―
63
―
２
２
４
５

自
動
車
税
事
務
所
　

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
４
３
４
３

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
３
日
、１
月
７
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。お
子
さ

ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

を
、
固
定
金
利
（
年
１
．６
６
％
（
令

和
元
年
11
月
１
日
現
在
））
で
利
用

で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
﹈

☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
義
援
金
を
受
付
中
で
す

「
第
71
回
人
権
週
間
」に
つ
い
て

富
岡
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
税
は
、口
座
振

替
が
安
心・便
利・確
実
で
す

12
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理
推

進
強
化
月
間
で
す

（
不
法
投
棄・焼
却
防
止
）

成
人
式
の
申
し
込
み
は

お
済
み
で
す
か
？

http://w
w
w
.jinken.go.jp/

https://w
w
w
/police.pref.gunm

a.
jp/subindex/keibi.htm

l
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世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

は
令
和
元
年
12
月
1
日
（
日
）
か

ら
令
和
2
年
3
月
31
日
（
火
）
の

間
は
、
冬
季
閉
鎖
の
た
め
見
学
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
歴
史
館
も
荒
船
風
穴

の
冬
季
閉
鎖
期
間
中
は
毎
週
月
曜

日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ   

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
12
月
20

日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
面
会
に
つ
い
て

　
今
後
、
冬
季
の
感
染
性
疾
患
の

流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
面
会
さ

れ
る
方
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
消
毒
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
入
院
患
者
様
に
感
染
す

る
と
重
大
な
症
状
を
招
く
危
険
性

あ
り
ま
す
。
院
内
感
染
予
防
対
策

の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。
自
己
負
担
額
も

安
く
な
る
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師

と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　福
祉
課
　
国
保

係
　
☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
富
岡
准
看
護
学
校
で
は
令
和
2

年
4
月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
所
定
の
用
紙
は
富
岡
准
看
護
学

校
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
主

な
日
程
等
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
学
校
見
学
も
随
時
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
当
校
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
願
書
受
付
期
間
　
令
和
2
年
1

月
6
日
（
月
）
〜
1
月
21
日
（
火
）

●
入
学
試
験
日
　
令
和
2
年
1
月

25
日
（
土
）

●
試
験
科
目
　

国
語
、
作
文
、
面
接

●
受
験
資
格 

中
学
卒
業
以
上
（
見

込
み
を
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
立
富
岡
准

看
護
学
校
　
☎
62
―
0
2
8
4

　
群
馬
労
働
局
で
は
、
雇
用
環

境
・
均
等
室
に
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
で
働
く
方
が
相
談

で
き
る
「
特
別
相
談
窓
口
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
開
設
期
間  

令
和
元
年
度
中
（
〜

令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で
）

●
受
付
時
間   

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
日
・
祝
日
・
年

末
を
除
く
）

●
電
話
番
号

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
9

●
住
所
　

前
橋
市
大
手
町
2
―
3
―
1
　

前
橋
地
方
合
同
庁
舎
8
階

※
匿
名
で
も
結
構
で
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
法
律
や
県
条
例
及

び
町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生

の
原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の

健
康
被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影

響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
付
近
の
枯
草
や
建
物
へ
の

延
焼
に
よ
り
、
火
災
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
（
た
き
火
・
ご

み
焼
却
が
、
平
成
30
年
中
の
富
岡

甘
楽
広
域
圏
内
の
出
火
原
因
の
上

位
）
一
般
家
庭
か
ら
出
た
ご
み

や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
も
燃
や
さ

ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み

収
集
に
出
す
か
、
大
量
の
場
合

は
、
直
接
、
町
の
ご
み
焼
却
場
へ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
違
反
す
る
と
…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
（
ど
ん
と
焼
き
等
の
風

俗
習
慣
上
又
は
宗
教
行
事
等
に
よ

る
も
の
・
農
作
物
等
病
害
虫
防
除

に
か
か
る
も
の
）
で
も
住
民
か
ら

苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
善
命

令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

・
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ゴ
ム
類
な
ど
の
焼
却
は
量
の
多
少

に
関
わ
ら
ず
焼
却
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

・
で
き
る
だ
け
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら

し
、
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る

な
ど
、
資
源
の
有
効
活
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・
ル
ー
ル
を
守
り
、
決
め
ら
れ
た

日
に
ゴ
ミ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
ゴ

ミ
の
量
が
多
い
場
合
は
直
接
ゴ
ミ

焼
却
場
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

●
日
時
　
１
月
１
日
（
水
）

午
前
３
時
出
発

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
費
用
　
１
，
０
０
０
円
（
保
険

料
、
写
真
代
等
）

●
募
集
人
員
　
20
人

●
持
ち
物 

防
寒
具
（
服
・
帽
子
・

手
袋
・
雪
が
入
ら
な
い
靴
）
・
懐

中
電
灯
・
餅
（
各
自
食
べ
る

分
）
・
お
椀
・
箸

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
協
山
岳
部
長
　
荒
木
勝
巳
宅
　

☎
82
―
５
８
８
３

　
湯
前
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
る
ミ
ニ

駅
伝
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
や
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
楽
し
く
走
り
（
歩
き
）
ま
し
ょ

う
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
３
月
８
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
（
受
付
開
始
　
午
前

８
時
）

※
雨
天
等
延
期
の
場
合
３
月
15
日

（
日
）

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校 

校
庭
発

着
（
湯
前
周
回
コ
ー
ス
）

●
チ
ー
ム
編
成
　
３
〜
５
人
（
一

般
、
壮
年
、
小
中
学
生
男
女
、
申

告
、
ウ
ォ
ー
ク
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
）

●
表
彰
　
１
位
〜
３
位
（
小
学
生

の
部
に
は
メ
ダ
ル
、
そ
の
他
の
部

に
は
景
品
を
授
与
）

●
申
込
期
限
　
２
月
７
日
（
金
）

●
主
催
　
下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
協
議
会

●
申
込
・
問
合
せ

町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

　
親
子
で
ス
キ
ー
の
技
術
講
習
を

受
け
、
楽
し
く
滑
り
ま
す
。

●
期
日
　

令
和
元
年
２
月
８
日
（
土
）

●
行
き
先
　

水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母

（
父
）
子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子

（
高
校
生
以
下
）
及
び
寡
婦

●
参
加
費
　

大
人
（
非
会
員
）   

5
，
5
0
0
円

母
（
父
）
子
会
員   

4
，
0
0
0
円

子
（
高
校
生
以
下
）
2
，
5
0
0
円

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
1
，
0
0
0
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ

ス
代
・
保
険
料
・
ス
キ
ー
教
室
参

加
料
）

●
乗
車
場
所
　
館
林
市
役
所
・
太

田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
伊
勢
崎
市
役

所
・
ら
ら
ん
藤
岡
・
高
崎
駅
東

口
・
新
前
橋
駅
東
口
・
渋
川
市
役

所
・
沼
田
運
動
公
園

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
往
復

は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
希
望

乗
車
地
及
び
親
子
ス
キ
ー
教
室
と

記
入
の
う
え
、
左
記
に
申
し
込

む
。
（
１
月
17
日
必
着
）

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市

新
前
橋
町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
5
階

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦

福
祉
協
議
会
　

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

●
取
扱
旅
行
会
社
　

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
７
―
２
３

０
―
１
０
８
５
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月

29
日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
17
日

ま
で
。

（
http://tom

iokakanra.gunm
a.m
ed.

or.jp/project/jyunkan）

世
界
文
化
遺
産「
荒
船
風
穴
」は

冬
季
閉
鎖
中
で
す

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

初
日
の
出
参
拝（
荒
船
山
新
年

登
山
）

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

富
岡
准
看
護
学
校
学
生
募
集

第
３７
回 

下
仁
田
町
か
ら
っ
風

駅
伝
大
会

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」参
加
者

募
集

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

パ
ー
ト
タ
イ
ム・有
期
雇
用
で

働
く
皆
様
へ
！

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

は
令
和
元
年
12
月
1
日
（
日
）
か

ら
令
和
2
年
3
月
31
日
（
火
）
の

間
は
、
冬
季
閉
鎖
の
た
め
見
学
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
歴
史
館
も
荒
船
風
穴

の
冬
季
閉
鎖
期
間
中
は
毎
週
月
曜

日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ   

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
12
月
20

日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
面
会
に
つ
い
て

　
今
後
、
冬
季
の
感
染
性
疾
患
の

流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
面
会
さ

れ
る
方
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
消
毒
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
入
院
患
者
様
に
感
染
す

る
と
重
大
な
症
状
を
招
く
危
険
性

あ
り
ま
す
。
院
内
感
染
予
防
対
策

の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。
自
己
負
担
額
も

安
く
な
る
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師

と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　福
祉
課
　
国
保

係
　
☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
富
岡
准
看
護
学
校
で
は
令
和
2

年
4
月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
所
定
の
用
紙
は
富
岡
准
看
護
学

校
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
主

な
日
程
等
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
学
校
見
学
も
随
時
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
当
校
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
願
書
受
付
期
間
　
令
和
2
年
1

月
6
日
（
月
）
〜
1
月
21
日
（
火
）

●
入
学
試
験
日
　
令
和
2
年
1
月

25
日
（
土
）

●
試
験
科
目
　

国
語
、
作
文
、
面
接

●
受
験
資
格 

中
学
卒
業
以
上
（
見

込
み
を
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
立
富
岡
准

看
護
学
校
　
☎
62
―
0
2
8
4

　
群
馬
労
働
局
で
は
、
雇
用
環

境
・
均
等
室
に
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
で
働
く
方
が
相
談

で
き
る
「
特
別
相
談
窓
口
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
開
設
期
間  

令
和
元
年
度
中
（
〜

令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で
）

●
受
付
時
間   

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
日
・
祝
日
・
年

末
を
除
く
）

●
電
話
番
号

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
9

●
住
所
　

前
橋
市
大
手
町
2
―
3
―
1
　

前
橋
地
方
合
同
庁
舎
8
階

※
匿
名
で
も
結
構
で
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
法
律
や
県
条
例
及

び
町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生

の
原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の

健
康
被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影

響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
付
近
の
枯
草
や
建
物
へ
の

延
焼
に
よ
り
、
火
災
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
（
た
き
火
・
ご

み
焼
却
が
、
平
成
30
年
中
の
富
岡

甘
楽
広
域
圏
内
の
出
火
原
因
の
上

位
）
一
般
家
庭
か
ら
出
た
ご
み

や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
も
燃
や
さ

ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み

収
集
に
出
す
か
、
大
量
の
場
合

は
、
直
接
、
町
の
ご
み
焼
却
場
へ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
違
反
す
る
と
…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
（
ど
ん
と
焼
き
等
の
風

俗
習
慣
上
又
は
宗
教
行
事
等
に
よ

る
も
の
・
農
作
物
等
病
害
虫
防
除

に
か
か
る
も
の
）
で
も
住
民
か
ら

苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
善
命

令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

・
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ゴ
ム
類
な
ど
の
焼
却
は
量
の
多
少

に
関
わ
ら
ず
焼
却
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

・
で
き
る
だ
け
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら

し
、
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る

な
ど
、
資
源
の
有
効
活
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・
ル
ー
ル
を
守
り
、
決
め
ら
れ
た

日
に
ゴ
ミ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
ゴ

ミ
の
量
が
多
い
場
合
は
直
接
ゴ
ミ

焼
却
場
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

●
日
時
　
１
月
１
日
（
水
）

午
前
３
時
出
発

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
費
用
　
１
，
０
０
０
円
（
保
険

料
、
写
真
代
等
）

●
募
集
人
員
　
20
人

●
持
ち
物 

防
寒
具
（
服
・
帽
子
・

手
袋
・
雪
が
入
ら
な
い
靴
）
・
懐

中
電
灯
・
餅
（
各
自
食
べ
る

分
）
・
お
椀
・
箸

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
協
山
岳
部
長
　
荒
木
勝
巳
宅
　

☎
82
―
５
８
８
３

　
湯
前
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
る
ミ
ニ

駅
伝
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
や
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
楽
し
く
走
り
（
歩
き
）
ま
し
ょ

う
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
３
月
８
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
（
受
付
開
始
　
午
前

８
時
）

※
雨
天
等
延
期
の
場
合
３
月
15
日

（
日
）

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校 

校
庭
発

着
（
湯
前
周
回
コ
ー
ス
）

●
チ
ー
ム
編
成
　
３
〜
５
人
（
一

般
、
壮
年
、
小
中
学
生
男
女
、
申

告
、
ウ
ォ
ー
ク
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
）

●
表
彰
　
１
位
〜
３
位
（
小
学
生

の
部
に
は
メ
ダ
ル
、
そ
の
他
の
部

に
は
景
品
を
授
与
）

●
申
込
期
限
　
２
月
７
日
（
金
）

●
主
催
　
下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
協
議
会

●
申
込
・
問
合
せ

町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

　
親
子
で
ス
キ
ー
の
技
術
講
習
を

受
け
、
楽
し
く
滑
り
ま
す
。

●
期
日
　

令
和
元
年
２
月
８
日
（
土
）

●
行
き
先
　

水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母

（
父
）
子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子

（
高
校
生
以
下
）
及
び
寡
婦

●
参
加
費
　

大
人
（
非
会
員
）   

5
，
5
0
0
円

母
（
父
）
子
会
員   

4
，
0
0
0
円

子
（
高
校
生
以
下
）
2
，
5
0
0
円

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
1
，
0
0
0
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ

ス
代
・
保
険
料
・
ス
キ
ー
教
室
参

加
料
）

●
乗
車
場
所
　
館
林
市
役
所
・
太

田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
伊
勢
崎
市
役

所
・
ら
ら
ん
藤
岡
・
高
崎
駅
東

口
・
新
前
橋
駅
東
口
・
渋
川
市
役

所
・
沼
田
運
動
公
園

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
往
復

は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
希
望

乗
車
地
及
び
親
子
ス
キ
ー
教
室
と

記
入
の
う
え
、
左
記
に
申
し
込

む
。
（
１
月
17
日
必
着
）

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市

新
前
橋
町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
5
階

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦

福
祉
協
議
会
　

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

●
取
扱
旅
行
会
社
　

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
７
―
２
３

０
―
１
０
８
５
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月

29
日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
17
日

ま
で
。

（
http://tom

iokakanra.gunm
a.m
ed.

or.jp/project/jyunkan）

世
界
文
化
遺
産「
荒
船
風
穴
」は

冬
季
閉
鎖
中
で
す

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

初
日
の
出
参
拝（
荒
船
山
新
年

登
山
）

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

富
岡
准
看
護
学
校
学
生
募
集

第
３７
回 

下
仁
田
町
か
ら
っ
風

駅
伝
大
会

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」参
加
者

募
集

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

パ
ー
ト
タ
イ
ム・有
期
雇
用
で

働
く
皆
様
へ
！

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
10
月
21
日
（
月
）
下
仁
田
高
校
３

年
生
12
名
が
、
青
倉
地
区
に
あ
る
白

石
工
業
白
艶
華
工
場
の
見
学
を
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
工
場
の
方
に
、
下
仁

田
町
に
白
艶
華
工
場
が
建
設
さ
れ
た

理
由
が
下
仁
田
町
の
自
然
環
境
が
多

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
工
場
内
で

作
っ
て
い
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
私

た
ち
の
生
活
必
需
品
に
も
含
ま
れ
る

欠
か
せ
な
い
素
材
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
工
場
内
で
、
焼
成
工

程
、
化
合
工
程
、
熟
成
工
程
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
白
艶
華
工
場
が
下
仁
田
の
自
然
を

う
ま
く
活
か
し
た
産
業
だ
っ
た
こ

と
、
更
に
そ
の
技
術
が
現
在
、
最
先

端
科
学
の
現
場
で
活
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
生
さ
ん
に
も
地
域
の
産
業
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸

い
で
す
。

　
11
月
1
日
〜
4
日
、
日
本
の
ジ
オ

パ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
普
及
し
て
い

く
か
を
考
え
る
年
に
一
度
の
ジ
オ

パ
ー
ク
全
国
大
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　
協
議
会
長
で
あ
る
町
長
は
、
全
国

の
首
長
と
ジ
オ
パ
ー
ク
を
使
っ
た
町

づ
く
り
に
つ
い
て
討
論
を
し
た
り
、

ガ
イ
ド
さ
ん
は
下
仁
田
が
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
受
け
て
8
年
、
下
仁
田

で
は
今
こ
ん
な
楽
し
い
ツ
ア
ー
を
し

て
い
ま
す
と
い
う
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
魅

力
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
大
分
県
民
を
対
象
と

し
た
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
で
下
仁
田
の

P
R
を
す
る
ほ
か
、
全
国
各
地
で
ジ

オ
パ
ー
ク
を
町
づ
く
り
に
し
た
地
域

の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し

下
仁
田
高
校 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

白
石
工
業 
白
艶
華
工
場
見
学

下
仁
田
高
校 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

白
石
工
業 
白
艶
華
工
場
見
学

大
分
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｇ
Ｎ
全
国

大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

大
分
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｇ
Ｎ
全
国

大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

た
。
今
回
の
成
果
を
活
か
し
た
推
進

活
動
を
今
後
も
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶

景
の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開

催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
年
末
年

始
は
12
月
28
日
（
土
）
〜
1
月
4
日

（
土
）
ま
で
休
館
し
ま
す

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
ジ
オ
の
日
清
掃
は

終
了
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
参
加
あ
り
ま
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
は
2
0
2
0
年
3
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
た
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
新
学
期
を
乗
り
越
え
た
６
月
３

日
、
榛
名
山
・
沼
の
原
と
伊
香
保
森

林
公
園
で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
植

物
の
ご
案
内
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
学
校
に
と
っ
て
も
運
悪
く

指
導
主
事
の
計
画
訪
問
の
日
と
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
事
前
に
調

整
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
、
天
皇
陛
下
の
ご
案
内
が
優
先
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
８
時
に

は
パ
ト
カ
ー
と
部
長
車
が
わ
が
家
に

到
着
し
て
い
よ
い
よ
緊
張
感
は
高
ま

る
ば
か
り
の
状
態
で
し
た
。
パ
ト

カ
ー
の
先
導
と
な
っ
た
の
は
、
私
の

代
替
者
が
準
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
特
段
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
も
し
も
途
中
で
何
か
発
生

し
た
場
合
の
こ
と
も
考
え
て
の
措
置

と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
一
生
一
度

の
経
験
を
さ
せ
て
戴
く
機
会
を
戴
き

ま
し
た
。

　
一
刻
一
刻
と
現
実
が
近
づ
く
こ
と

に
胸
の
高
ま
り
は
増
す
ば
か
り
で
し

た
。
予
定
よ
り
も
早
く
到
着
し
ま
し

た
の
で
、
コ
ー
ス
を
一
巡
し
て
天
皇

陛
下
の
ご
到
着
を
お
待
ち
申
し
上
げ

　
新
学
期
を
乗
り
越
え
た
６
月
３

日
、
榛
名
山
・
沼
の
原
と
伊
香
保
森

林
公
園
で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
植

物
の
ご
案
内
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
学
校
に
と
っ
て
も
運
悪
く

指
導
主
事
の
計
画
訪
問
の
日
と
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
事
前
に
調

整
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
、
天
皇
陛
下
の
ご
案
内
が
優
先
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
８
時
に

は
パ
ト
カ
ー
と
部
長
車
が
わ
が
家
に

到
着
し
て
い
よ
い
よ
緊
張
感
は
高
ま

る
ば
か
り
の
状
態
で
し
た
。
パ
ト

カ
ー
の
先
導
と
な
っ
た
の
は
、
私
の

代
替
者
が
準
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
特
段
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
も
し
も
途
中
で
何
か
発
生

し
た
場
合
の
こ
と
も
考
え
て
の
措
置

と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
一
生
一
度

の
経
験
を
さ
せ
て
戴
く
機
会
を
戴
き

ま
し
た
。

　
一
刻
一
刻
と
現
実
が
近
づ
く
こ
と

に
胸
の
高
ま
り
は
増
す
ば
か
り
で
し

た
。
予
定
よ
り
も
早
く
到
着
し
ま
し

た
の
で
、
コ
ー
ス
を
一
巡
し
て
天
皇

陛
下
の
ご
到
着
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
前
方
に

天
皇
旗
を
な
び
か
せ
た
御
料
車
が

刻
々
と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
お
出

迎
え
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
し
て

早
速
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

時
も
有
ろ
う
に
運
悪
く
去
る
５
月
29

日
に
西
上
州
一
帯
に
遅
霜
が
発
生
し

て
、
木
々
の
新
葉
や
ズ
ミ
の
花
等
が

被
害
を
う
け
て
し
ま
い
ま
し
て
苦
労

が
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に

沼
の
原
は
平
坦
の
土
地
の
た
め
に
植

物
の
芽
立
ち
が
遅
く
困
難
す
る
ば
か

り
で
し
た
。
外
輪
山
の
山
々
も
ご
説

明
を
申
し
上
げ
て
、
相
馬
岳
に
は
カ

ナ
ウ
ツ
ギ
が
有
り
ま
す
と
申
し
上
げ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
陛
下
は
そ
れ

は
お
庭
に
も
植
え
て
有
り
ま
す
よ
と

皇
后
様
に
お
話
さ
れ
ま
し
て
、
植
物

に
つ
い
て
の
ご
造
詣
の
深
さ
を
知
り

ま
し
た
。
原
の
中
の
一
段
と
高
い
所

で
皇
后
さ
ま
が
茶
色
を
し
た
大
き
な

カ
タ
ツ
ム
リ
の
抜
け
殻
を
見
つ
け
ら

れ
ま
し
た
ら
、
天
皇
陛
下
は
こ
れ
は

チ
ャ
イ
ロ
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
で

す
と
の
お
話
も
伺
う
機
会
を
得
ま
し

た
。
原
に
は
植
物
の
芽
立
ち
も
少
な

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
前
方
に

天
皇
旗
を
な
び
か
せ
た
御
料
車
が

刻
々
と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
お
出

迎
え
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
し
て

早
速
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

時
も
有
ろ
う
に
運
悪
く
去
る
５
月
29

日
に
西
上
州
一
帯
に
遅
霜
が
発
生
し

て
、
木
々
の
新
葉
や
ズ
ミ
の
花
等
が

被
害
を
う
け
て
し
ま
い
ま
し
て
苦
労

が
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に

沼
の
原
は
平
坦
の
土
地
の
た
め
に
植

物
の
芽
立
ち
が
遅
く
困
難
す
る
ば
か

り
で
し
た
。
外
輪
山
の
山
々
も
ご
説

明
を
申
し
上
げ
て
、
相
馬
岳
に
は
カ

ナ
ウ
ツ
ギ
が
有
り
ま
す
と
申
し
上
げ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
陛
下
は
そ
れ

は
お
庭
に
も
植
え
て
有
り
ま
す
よ
と

皇
后
様
に
お
話
さ
れ
ま
し
て
、
植
物

に
つ
い
て
の
ご
造
詣
の
深
さ
を
知
り

ま
し
た
。
原
の
中
の
一
段
と
高
い
所

で
皇
后
さ
ま
が
茶
色
を
し
た
大
き
な

カ
タ
ツ
ム
リ
の
抜
け
殻
を
見
つ
け
ら

れ
ま
し
た
ら
、
天
皇
陛
下
は
こ
れ
は

チ
ャ
イ
ロ
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
で

す
と
の
お
話
も
伺
う
機
会
を
得
ま
し

た
。
原
に
は
植
物
の
芽
立
ち
も
少
な

く
、
枯
れ
の
こ
っ
た
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
等
も
あ
っ
て
、
目
に
着
く
も
の
は

何
で
も
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
報
道
関
係
者
へ
の
ご
配
意
も

あ
っ
て
、
写
真
撮
影
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
写
真
に
は
両
陛
下
と
私
の
み

で
、
お
付
き
の
一
団
は
撮
影
の
中
に

は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
は
森
林

公
園
へ
と
進
み
ま
し
て
同
公
園
管
理

棟
で
少
々
の
ご
休
憩
の
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
少
々
道
が
登

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
天
皇
陛
下
の

み
登
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
岩
間
の

新
緑
鮮
や
か
な
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
が
目

に
止
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
と
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
見

よ
う
と
の
お
言
葉
、
少
々
無
理
と
判

断
を
し
て
手
近
な
箇
所
で
ご
覧
戴
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
多
い
ヒ
カ

ゲ
ツ
ツ
ジ
に
も
大
変
興
味
を
示
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
次
の
ツ
ツ
ジ
が
丘
に

移
動
さ
れ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
等
も
堪

能
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
特
に
、
太

い
リ
ョ
ウ
ブ
に
は
こ
ん
な
太
い
の
が

あ
る
の
か
と
ご
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た

く
、
枯
れ
の
こ
っ
た
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
等
も
あ
っ
て
、
目
に
着
く
も
の
は

何
で
も
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
報
道
関
係
者
へ
の
ご
配
意
も

あ
っ
て
、
写
真
撮
影
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
写
真
に
は
両
陛
下
と
私
の
み

で
、
お
付
き
の
一
団
は
撮
影
の
中
に

は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
は
森
林

公
園
へ
と
進
み
ま
し
て
同
公
園
管
理

棟
で
少
々
の
ご
休
憩
の
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
少
々
道
が
登

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
天
皇
陛
下
の

み
登
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
岩
間
の

新
緑
鮮
や
か
な
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
が
目

に
止
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
と
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
見

よ
う
と
の
お
言
葉
、
少
々
無
理
と
判

断
を
し
て
手
近
な
箇
所
で
ご
覧
戴
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
多
い
ヒ
カ

ゲ
ツ
ツ
ジ
に
も
大
変
興
味
を
示
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
次
の
ツ
ツ
ジ
が
丘
に

移
動
さ
れ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
等
も
堪

能
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
特
に
、
太

い
リ
ョ
ウ
ブ
に
は
こ
ん
な
太
い
の
が

あ
る
の
か
と
ご
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た

里
見
哲
夫

伊
香
保
森
林
公
園
に

御
製
碑
（
２
）

伊
香
保
森
林
公
園
に

御
製
碑
（
２
）

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

よ
う
で
す
。
後
日
、
岩
間
の
シ
ラ
ネ

ワ
ラ
ビ
に
つ
い
て
お
歌
を
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。
お
歌
は
、
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
）
・
１
月
１
日
の
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
お
歌
を
詠

ま
れ
た
直
後
、
私
の
所
に
侍
従
か
ら

ご
案
内
戴
き
ま
し
た
所
に
シ
ラ
ネ
ワ

ラ
ビ
が
あ
り
ま
し
た
か
と
の
電
話
も

あ
り
ま
し
た
。
お
歌
は
「
伊
香
保
山

森
の
岩
間
に
茂
り
た
る
し
ら
ね
わ
ら

び
の
み
ど
り
目
に
し
む
」
で
す
。
こ

の
碑
は
、
森
林
公
園
管
理
棟
前
の
ご

案
内
箇
所
近
く
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
機
会
有
り
ま
し
た
ら
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

よ
う
で
す
。
後
日
、
岩
間
の
シ
ラ
ネ

ワ
ラ
ビ
に
つ
い
て
お
歌
を
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。
お
歌
は
、
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
）
・
１
月
１
日
の
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
お
歌
を
詠

ま
れ
た
直
後
、
私
の
所
に
侍
従
か
ら

ご
案
内
戴
き
ま
し
た
所
に
シ
ラ
ネ
ワ

ラ
ビ
が
あ
り
ま
し
た
か
と
の
電
話
も

あ
り
ま
し
た
。
お
歌
は
「
伊
香
保
山

森
の
岩
間
に
茂
り
た
る
し
ら
ね
わ
ら

び
の
み
ど
り
目
に
し
む
」
で
す
。
こ

の
碑
は
、
森
林
公
園
管
理
棟
前
の
ご

案
内
箇
所
近
く
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
機
会
有
り
ま
し
た
ら
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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事
報
告

日本ジオパーク全国大会
2019おおいた大会
日本ジオパーク全国大会
2019おおいた大会
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
10
月
21
日
（
月
）
下
仁
田
高
校
３

年
生
12
名
が
、
青
倉
地
区
に
あ
る
白

石
工
業
白
艶
華
工
場
の
見
学
を
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
工
場
の
方
に
、
下
仁

田
町
に
白
艶
華
工
場
が
建
設
さ
れ
た

理
由
が
下
仁
田
町
の
自
然
環
境
が
多

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
工
場
内
で

作
っ
て
い
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
私

た
ち
の
生
活
必
需
品
に
も
含
ま
れ
る

欠
か
せ
な
い
素
材
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
工
場
内
で
、
焼
成
工

程
、
化
合
工
程
、
熟
成
工
程
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
白
艶
華
工
場
が
下
仁
田
の
自
然
を

う
ま
く
活
か
し
た
産
業
だ
っ
た
こ

と
、
更
に
そ
の
技
術
が
現
在
、
最
先

端
科
学
の
現
場
で
活
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
生
さ
ん
に
も
地
域
の
産
業
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸

い
で
す
。

　
11
月
1
日
〜
4
日
、
日
本
の
ジ
オ

パ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
普
及
し
て
い

く
か
を
考
え
る
年
に
一
度
の
ジ
オ

パ
ー
ク
全
国
大
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　
協
議
会
長
で
あ
る
町
長
は
、
全
国

の
首
長
と
ジ
オ
パ
ー
ク
を
使
っ
た
町

づ
く
り
に
つ
い
て
討
論
を
し
た
り
、

ガ
イ
ド
さ
ん
は
下
仁
田
が
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
受
け
て
8
年
、
下
仁
田

で
は
今
こ
ん
な
楽
し
い
ツ
ア
ー
を
し

て
い
ま
す
と
い
う
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
魅

力
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
大
分
県
民
を
対
象
と

し
た
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
で
下
仁
田
の

P
R
を
す
る
ほ
か
、
全
国
各
地
で
ジ

オ
パ
ー
ク
を
町
づ
く
り
に
し
た
地
域

の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し

下
仁
田
高
校 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

白
石
工
業 

白
艶
華
工
場
見
学

下
仁
田
高
校 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

白
石
工
業 

白
艶
華
工
場
見
学

大
分
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｇ
Ｎ
全
国

大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

大
分
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｇ
Ｎ
全
国

大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

た
。
今
回
の
成
果
を
活
か
し
た
推
進

活
動
を
今
後
も
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶

景
の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開

催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
年
末
年

始
は
12
月
28
日
（
土
）
〜
1
月
4
日

（
土
）
ま
で
休
館
し
ま
す

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
ジ
オ
の
日
清
掃
は

終
了
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
参
加
あ
り
ま
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
は
2
0
2
0
年
3
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
た
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
新
学
期
を
乗
り
越
え
た
６
月
３

日
、
榛
名
山
・
沼
の
原
と
伊
香
保
森

林
公
園
で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
植

物
の
ご
案
内
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
学
校
に
と
っ
て
も
運
悪
く

指
導
主
事
の
計
画
訪
問
の
日
と
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
事
前
に
調

整
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
、
天
皇
陛
下
の
ご
案
内
が
優
先
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
８
時
に

は
パ
ト
カ
ー
と
部
長
車
が
わ
が
家
に

到
着
し
て
い
よ
い
よ
緊
張
感
は
高
ま

る
ば
か
り
の
状
態
で
し
た
。
パ
ト

カ
ー
の
先
導
と
な
っ
た
の
は
、
私
の

代
替
者
が
準
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
特
段
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
も
し
も
途
中
で
何
か
発
生

し
た
場
合
の
こ
と
も
考
え
て
の
措
置

と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
一
生
一
度

の
経
験
を
さ
せ
て
戴
く
機
会
を
戴
き

ま
し
た
。

　
一
刻
一
刻
と
現
実
が
近
づ
く
こ
と

に
胸
の
高
ま
り
は
増
す
ば
か
り
で
し

た
。
予
定
よ
り
も
早
く
到
着
し
ま
し

た
の
で
、
コ
ー
ス
を
一
巡
し
て
天
皇

陛
下
の
ご
到
着
を
お
待
ち
申
し
上
げ

　
新
学
期
を
乗
り
越
え
た
６
月
３

日
、
榛
名
山
・
沼
の
原
と
伊
香
保
森

林
公
園
で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
植

物
の
ご
案
内
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
学
校
に
と
っ
て
も
運
悪
く

指
導
主
事
の
計
画
訪
問
の
日
と
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
事
前
に
調

整
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
、
天
皇
陛
下
の
ご
案
内
が
優
先
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
８
時
に

は
パ
ト
カ
ー
と
部
長
車
が
わ
が
家
に

到
着
し
て
い
よ
い
よ
緊
張
感
は
高
ま

る
ば
か
り
の
状
態
で
し
た
。
パ
ト

カ
ー
の
先
導
と
な
っ
た
の
は
、
私
の

代
替
者
が
準
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
特
段
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
も
し
も
途
中
で
何
か
発
生

し
た
場
合
の
こ
と
も
考
え
て
の
措
置

と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
一
生
一
度

の
経
験
を
さ
せ
て
戴
く
機
会
を
戴
き

ま
し
た
。

　
一
刻
一
刻
と
現
実
が
近
づ
く
こ
と

に
胸
の
高
ま
り
は
増
す
ば
か
り
で
し

た
。
予
定
よ
り
も
早
く
到
着
し
ま
し

た
の
で
、
コ
ー
ス
を
一
巡
し
て
天
皇

陛
下
の
ご
到
着
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
前
方
に

天
皇
旗
を
な
び
か
せ
た
御
料
車
が

刻
々
と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
お
出

迎
え
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
し
て

早
速
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

時
も
有
ろ
う
に
運
悪
く
去
る
５
月
29

日
に
西
上
州
一
帯
に
遅
霜
が
発
生
し

て
、
木
々
の
新
葉
や
ズ
ミ
の
花
等
が

被
害
を
う
け
て
し
ま
い
ま
し
て
苦
労

が
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に

沼
の
原
は
平
坦
の
土
地
の
た
め
に
植

物
の
芽
立
ち
が
遅
く
困
難
す
る
ば
か

り
で
し
た
。
外
輪
山
の
山
々
も
ご
説

明
を
申
し
上
げ
て
、
相
馬
岳
に
は
カ

ナ
ウ
ツ
ギ
が
有
り
ま
す
と
申
し
上
げ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
陛
下
は
そ
れ

は
お
庭
に
も
植
え
て
有
り
ま
す
よ
と

皇
后
様
に
お
話
さ
れ
ま
し
て
、
植
物

に
つ
い
て
の
ご
造
詣
の
深
さ
を
知
り

ま
し
た
。
原
の
中
の
一
段
と
高
い
所

で
皇
后
さ
ま
が
茶
色
を
し
た
大
き
な

カ
タ
ツ
ム
リ
の
抜
け
殻
を
見
つ
け
ら

れ
ま
し
た
ら
、
天
皇
陛
下
は
こ
れ
は

チ
ャ
イ
ロ
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
で

す
と
の
お
話
も
伺
う
機
会
を
得
ま
し

た
。
原
に
は
植
物
の
芽
立
ち
も
少
な

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
前
方
に

天
皇
旗
を
な
び
か
せ
た
御
料
車
が

刻
々
と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
お
出

迎
え
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
し
て

早
速
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

時
も
有
ろ
う
に
運
悪
く
去
る
５
月
29

日
に
西
上
州
一
帯
に
遅
霜
が
発
生
し

て
、
木
々
の
新
葉
や
ズ
ミ
の
花
等
が

被
害
を
う
け
て
し
ま
い
ま
し
て
苦
労

が
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に

沼
の
原
は
平
坦
の
土
地
の
た
め
に
植

物
の
芽
立
ち
が
遅
く
困
難
す
る
ば
か

り
で
し
た
。
外
輪
山
の
山
々
も
ご
説

明
を
申
し
上
げ
て
、
相
馬
岳
に
は
カ

ナ
ウ
ツ
ギ
が
有
り
ま
す
と
申
し
上
げ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
陛
下
は
そ
れ

は
お
庭
に
も
植
え
て
有
り
ま
す
よ
と

皇
后
様
に
お
話
さ
れ
ま
し
て
、
植
物

に
つ
い
て
の
ご
造
詣
の
深
さ
を
知
り

ま
し
た
。
原
の
中
の
一
段
と
高
い
所

で
皇
后
さ
ま
が
茶
色
を
し
た
大
き
な

カ
タ
ツ
ム
リ
の
抜
け
殻
を
見
つ
け
ら

れ
ま
し
た
ら
、
天
皇
陛
下
は
こ
れ
は

チ
ャ
イ
ロ
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
で

す
と
の
お
話
も
伺
う
機
会
を
得
ま
し

た
。
原
に
は
植
物
の
芽
立
ち
も
少
な

く
、
枯
れ
の
こ
っ
た
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
等
も
あ
っ
て
、
目
に
着
く
も
の
は

何
で
も
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
報
道
関
係
者
へ
の
ご
配
意
も

あ
っ
て
、
写
真
撮
影
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
写
真
に
は
両
陛
下
と
私
の
み

で
、
お
付
き
の
一
団
は
撮
影
の
中
に

は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
は
森
林

公
園
へ
と
進
み
ま
し
て
同
公
園
管
理

棟
で
少
々
の
ご
休
憩
の
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
少
々
道
が
登

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
天
皇
陛
下
の

み
登
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
岩
間
の

新
緑
鮮
や
か
な
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
が
目

に
止
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
と
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
見

よ
う
と
の
お
言
葉
、
少
々
無
理
と
判

断
を
し
て
手
近
な
箇
所
で
ご
覧
戴
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
多
い
ヒ
カ

ゲ
ツ
ツ
ジ
に
も
大
変
興
味
を
示
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
次
の
ツ
ツ
ジ
が
丘
に

移
動
さ
れ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
等
も
堪

能
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
特
に
、
太

い
リ
ョ
ウ
ブ
に
は
こ
ん
な
太
い
の
が

あ
る
の
か
と
ご
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た

く
、
枯
れ
の
こ
っ
た
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
等
も
あ
っ
て
、
目
に
着
く
も
の
は

何
で
も
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
報
道
関
係
者
へ
の
ご
配
意
も

あ
っ
て
、
写
真
撮
影
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
写
真
に
は
両
陛
下
と
私
の
み

で
、
お
付
き
の
一
団
は
撮
影
の
中
に

は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
は
森
林

公
園
へ
と
進
み
ま
し
て
同
公
園
管
理

棟
で
少
々
の
ご
休
憩
の
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
少
々
道
が
登

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
天
皇
陛
下
の

み
登
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
岩
間
の

新
緑
鮮
や
か
な
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
が
目

に
止
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
と
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
見

よ
う
と
の
お
言
葉
、
少
々
無
理
と
判

断
を
し
て
手
近
な
箇
所
で
ご
覧
戴
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
多
い
ヒ
カ

ゲ
ツ
ツ
ジ
に
も
大
変
興
味
を
示
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
次
の
ツ
ツ
ジ
が
丘
に

移
動
さ
れ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
等
も
堪

能
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
特
に
、
太

い
リ
ョ
ウ
ブ
に
は
こ
ん
な
太
い
の
が

あ
る
の
か
と
ご
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た

里
見
哲
夫

伊
香
保
森
林
公
園
に

御
製
碑
（
２
）

伊
香
保
森
林
公
園
に

御
製
碑
（
２
）

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

よ
う
で
す
。
後
日
、
岩
間
の
シ
ラ
ネ

ワ
ラ
ビ
に
つ
い
て
お
歌
を
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。
お
歌
は
、
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
）
・
１
月
１
日
の
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
お
歌
を
詠

ま
れ
た
直
後
、
私
の
所
に
侍
従
か
ら

ご
案
内
戴
き
ま
し
た
所
に
シ
ラ
ネ
ワ

ラ
ビ
が
あ
り
ま
し
た
か
と
の
電
話
も

あ
り
ま
し
た
。
お
歌
は
「
伊
香
保
山

森
の
岩
間
に
茂
り
た
る
し
ら
ね
わ
ら

び
の
み
ど
り
目
に
し
む
」
で
す
。
こ

の
碑
は
、
森
林
公
園
管
理
棟
前
の
ご

案
内
箇
所
近
く
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
機
会
有
り
ま
し
た
ら
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

よ
う
で
す
。
後
日
、
岩
間
の
シ
ラ
ネ

ワ
ラ
ビ
に
つ
い
て
お
歌
を
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。
お
歌
は
、
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
）
・
１
月
１
日
の
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
お
歌
を
詠

ま
れ
た
直
後
、
私
の
所
に
侍
従
か
ら

ご
案
内
戴
き
ま
し
た
所
に
シ
ラ
ネ
ワ

ラ
ビ
が
あ
り
ま
し
た
か
と
の
電
話
も

あ
り
ま
し
た
。
お
歌
は
「
伊
香
保
山

森
の
岩
間
に
茂
り
た
る
し
ら
ね
わ
ら

び
の
み
ど
り
目
に
し
む
」
で
す
。
こ

の
碑
は
、
森
林
公
園
管
理
棟
前
の
ご

案
内
箇
所
近
く
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
機
会
有
り
ま
し
た
ら
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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そ
ば
打
ち
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
年
越
し
に
、
自
分
で
打
っ
た

そ
ば
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
ご
自
身
で

打
っ
た
麺
を
試
食
し
、
残
り
は
持

ち
帰
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
12
日
（
木
）

午
前
９
時
〜

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
２

階
栄
養
学
習
室

●
対
象
　
成
人

●
定
員
　
12
名
（
先
着
順
）

●
講
師
　
中
澤
一
夫
先
生
（
西
牧
）

●
材
料
費
　
８
０
０
円
（
３
人
前

分
・
北
海
道
産
の
そ
ば
粉
を
使

用
、
麺
つ
ゆ
等
含
む
）

●
持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
１

本
、
タ
ッ
パ
ー
（
浅
く
て
広
め
）

等
の
容
器
（
持
ち
帰
り
用
）

●
募
集
　
12
月
６
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
　

下
仁
田
町
公
民
館
　

☎
82
―
３
５
３
５

　

11
月
９
日
（
土
）
〜
11
日

（
月
）
に
第
40
回
町
民
文
化
祭
作

品
展
示
会
が
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
１
年
間
で
、
文
化
協
会
会
員

の
み
な
さ
ん
や
町
民
の
方
々
、
ま

た
公
民
館
の
成
人
講
座
の
受
講
者

が
制
作
し
た
絵
画
、
写
真
、
手

芸
、
書
な
ど
様
々
な
作
品
が
展
示

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て

「
下
仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁

田
町
の
名
所
や
史
跡
、
歴
史
や
文

化
・
自
然
史
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

で
す
。
受
講
申
込
す
る
程
で
も
な

い
が
、
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て
み
た

い
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。
今

回
は
、
天
明
三
年
（
1
7
8
3
）

浅
間
山
大
噴
火
と
下
仁
田
町
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。

●
日
時

令
和
元
年
12
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室

●
講
座
演
題

天
明
三
年
（
1
7
8
3
）

浅
間
山
大
噴
火
と
下
仁
田
町

●
講
師

群
馬
県
企
画
部
世
界
遺
産
課

古
澤
　
勝
幸
　
先
生

●
受
講
料

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

令和元年
12月1日発行
429号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

「
年
越
し
そ
ば
教
室
」の

ご
案
内

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

広
報しもにた

公民館だより公民館だより

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
徒
然
に
行
雲
流
水
木
犀
香

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
辿
り
来
て
紅
葉
見
入
る
め
が
ね
橋

　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
風
花
の
舞
ひ
来
る
空
は
鉛
色

　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
秋
光
に
ま
ば
ゆ
い
程
の
黄
金
波
染
ま
る
夕
日
に
又
を
と
祈
る

　
　
　
　（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
内
ぞ
う
の
異
常
な
し
に
て
お
の
ず
か
ら
気
力
出
で
き
て
虫
の
音
す
が
し

　

  

（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
晴
渡
り
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ぶ
曇
一
つ
空
屋
は
多
し
静
け
さ
残
る

　
　
　（
西

　牧
） 

　上
原

　一
正

■
開
場
よ
り
四
季
折
々
の
御
来
場
者
に
心
か
ら
感
謝
風
穴
閉
鎖

　
　
　（
南
野
牧
） 

　清
水
み
ち
代
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俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会
下
仁
田
支
部
十
月
句
会
報
】

■
台
風
雨
ま
さ
か
己
が
避
難
の
身

　
　
　
　吉
田

　文
子

■
落
ち
る
日
に
負
け
ず
真
赤
な
山
椒
の
実

　新
井

　笑
子

■
台
風
や
水
の
恐
さ
を
知
る
一
夜

　
　
　
　須
藤

　禮
子

■
川
岸
を
削
り
尽
く
し
て
秋
出
水

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
放
牧
の
山
羊
の
ま
ど
ろ
み
秋
高
し

　
　
　高
田

　ト
ク

■
被
災
地
の
ニ
ュ
ー
ス
の
画
像
秋
寒
し

　
　斉
藤

　悦
子

■
父
と
子
の
将
棋
対
決
夜
の
長
し

　
　
　
　永
井

　波
江

■
虫
の
声
透
け
て
素
肌
に
沁
む
夜
風

　
　
　今
井

　陽
子

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
え
ば
、
ス
マ
ホ
で
ｅ

―

Ｔ
ａ
ｘ
が
で
き
ま
す
！ 

●
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
と
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
し
、 

①
Ｉ
Ｄ
（
利
用
者
識
別
番
号
）

②
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）

の
入
力
の
み
で
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
が
で
き
ま

す
！ 

●
ス
マ
ホ
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

・
ス
マ
ホ
で
見
や
す
い
専
用
画
面
で
簡
単
作

成
！

・
画
面
の
案
内
に
従
い
、
ラ
ク
ラ
ク
操
作
！

お
近
く
の
税
務
署
で
、
令
和
元
年
12
月
頃
ま
で

に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
を
お
願
い
し
ま

す
！

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署

☎
０
２
７
４―
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２
２
３
５
（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

そ
ば
打
ち
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
年
越
し
に
、
自
分
で
打
っ
た

そ
ば
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
ご
自
身
で

打
っ
た
麺
を
試
食
し
、
残
り
は
持

ち
帰
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
12
日
（
木
）

午
前
９
時
〜

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
２

階
栄
養
学
習
室

●
対
象
　
成
人

●
定
員
　
12
名
（
先
着
順
）

●
講
師
　
中
澤
一
夫
先
生
（
西
牧
）

●
材
料
費
　
８
０
０
円
（
３
人
前

分
・
北
海
道
産
の
そ
ば
粉
を
使

用
、
麺
つ
ゆ
等
含
む
）

●
持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
１

本
、
タ
ッ
パ
ー
（
浅
く
て
広
め
）

等
の
容
器
（
持
ち
帰
り
用
）

●
募
集
　
12
月
６
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
　

下
仁
田
町
公
民
館
　

☎
82
―
３
５
３
５

　

11
月
９
日
（
土
）
〜
11
日

（
月
）
に
第
40
回
町
民
文
化
祭
作

品
展
示
会
が
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
１
年
間
で
、
文
化
協
会
会
員

の
み
な
さ
ん
や
町
民
の
方
々
、
ま

た
公
民
館
の
成
人
講
座
の
受
講
者

が
制
作
し
た
絵
画
、
写
真
、
手

芸
、
書
な
ど
様
々
な
作
品
が
展
示

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て

「
下
仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁

田
町
の
名
所
や
史
跡
、
歴
史
や
文

化
・
自
然
史
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

で
す
。
受
講
申
込
す
る
程
で
も
な

い
が
、
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て
み
た

い
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。
今

回
は
、
天
明
三
年
（
1
7
8
3
）

浅
間
山
大
噴
火
と
下
仁
田
町
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。

●
日
時

令
和
元
年
12
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室

●
講
座
演
題

天
明
三
年
（
1
7
8
3
）

浅
間
山
大
噴
火
と
下
仁
田
町

●
講
師

群
馬
県
企
画
部
世
界
遺
産
課

古
澤
　
勝
幸
　
先
生

●
受
講
料

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

「
年
越
し
そ
ば
教
室
」の

ご
案
内

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

広
報しもにた

公民館だより公民館だより

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
徒
然
に
行
雲
流
水
木
犀
香

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
辿
り
来
て
紅
葉
見
入
る
め
が
ね
橋

　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
風
花
の
舞
ひ
来
る
空
は
鉛
色

　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
秋
光
に
ま
ば
ゆ
い
程
の
黄
金
波
染
ま
る
夕
日
に
又
を
と
祈
る

　
　
　
　（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
内
ぞ
う
の
異
常
な
し
に
て
お
の
ず
か
ら
気
力
出
で
き
て
虫
の
音
す
が
し

　

  

（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
晴
渡
り
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ぶ
曇
一
つ
空
屋
は
多
し
静
け
さ
残
る

　
　
　（
西

　牧
） 
　上
原

　一
正

■
開
場
よ
り
四
季
折
々
の
御
来
場
者
に
心
か
ら
感
謝
風
穴
閉
鎖

　
　
　（
南
野
牧
） 
　清
水
み
ち
代

10月に入った新刊図書は次のとおりです。「新刊図書情報」
著者名

深山くのえ

槇原敬之

山本祐司

坂岡真

坂岡真

鳥羽亮

著者名書名

カゲロボ

人間

その愛の程度

ひりつく夜の音

子育てとばして介護かよ

「大家さんと僕」と僕

木皿泉

又吉直樹

小野寺史宜

小野寺史宜

島影真奈美

矢部太郎

おはなし コウペンちゃん2

大好きって意味だよ

おでんのおうさま

帳尻屋始末シリーズ

十手長屋物語シリーズ

居酒屋宗十郎　剣風録　獄門首

書名

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会
下
仁
田
支
部
十
月
句
会
報
】

■
台
風
雨
ま
さ
か
己
が
避
難
の
身

　
　
　
　吉
田

　文
子

■
落
ち
る
日
に
負
け
ず
真
赤
な
山
椒
の
実

　新
井

　笑
子

■
台
風
や
水
の
恐
さ
を
知
る
一
夜

　
　
　
　須
藤

　禮
子

■
川
岸
を
削
り
尽
く
し
て
秋
出
水

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
放
牧
の
山
羊
の
ま
ど
ろ
み
秋
高
し

　
　
　高
田

　ト
ク

■
被
災
地
の
ニ
ュ
ー
ス
の
画
像
秋
寒
し

　
　斉
藤

　悦
子

■
父
と
子
の
将
棋
対
決
夜
の
長
し

　
　
　
　永
井

　波
江

■
虫
の
声
透
け
て
素
肌
に
沁
む
夜
風

　
　
　今
井

　陽
子

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
え
ば
、
ス
マ
ホ
で
ｅ

―

Ｔ
ａ
ｘ
が
で
き
ま
す
！ 

●
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
と
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
し
、 

①
Ｉ
Ｄ
（
利
用
者
識
別
番
号
）

②
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）

の
入
力
の
み
で
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
が
で
き
ま

す
！ 

●
ス
マ
ホ
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

・
ス
マ
ホ
で
見
や
す
い
専
用
画
面
で
簡
単
作

成
！

・
画
面
の
案
内
に
従
い
、
ラ
ク
ラ
ク
操
作
！

お
近
く
の
税
務
署
で
、
令
和
元
年
12
月
頃
ま
で

に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
を
お
願
い
し
ま

す
！

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５
（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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健康健康

●
い
こ
い
処
筋
ト
レ

　「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お
茶

を
飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い

ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、１
０
０

円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ

ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に

実
施（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）午

前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
※
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。外
出
が
危
険
な
ほ

ど
の
天
候
不
良
の
場
合
は
お
休
み
で

す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、不
明
の
場
合
は
、福
祉
課
　
包
括
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
好
き
な
所
へ
出
か
け
る
事
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
〜

　「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
下
仁
田
町
」を
目
的
に
、お
茶
を

飲
み
な
が
ら
楽
し
く
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
集
い
の
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
に『
第
3
回
み
か
ん
’ｓ
カ
フ
ェ

i
n
大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
』を
行
い
ま
す
。

※
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
。

　
大
澤
先
生
の
貴
重
な
講
座
が
あ
り

ま
す
。皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
お
知
ら
せ

み
か
ん
’ｓ
カ
フ
ェ

●
日
　時
　
12
月
9
日（
月
）

●
時
　間
　
午
後
1
時
30
分
〜

●
場
　所
　
大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
参
加
費
　
無
料

●
内
　容
　
①『
大
澤
　
歩
先
生
の
ミ

ニ
講
座
』　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

認
知
症
に
な
ら
な
い
人
の
共
通
点

認
知
症
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
9

大
法
則
・
1
原
則

②
茶
話
会
　
午
後
2
時
〜
3
時

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
役
場

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64―

8
8
0
4

み
か
ん
’ｓ
カ
フ
ェ 

i
n 

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が
ん
に
な
る
女
性
は
、
11
人
に
１

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い

が
ん
で
す
。
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が
普

通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の
た

め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、
2
年
に
１

度
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
集
団
検
診
日
程
　
（
他
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
）

●
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

●
検
診
開
始
　
午
後
１
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
５
４
９
０

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
平成31年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

各日70名の予約制です。
随時受付中（ただし、定員になりしだい受付終了）

20歳以上の女性で
平成31年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

生年月日
昭和53年4月2日～昭和54年4月1日
昭和48年4月2日～昭和49年4月1日
昭和43年4月2日～昭和44年4月1日
昭和38年4月2日～昭和39年4月1日
昭和33年4月2日～昭和34年4月1日

乳がん検診

H31.4.1現在
４０歳
45歳
50歳
55歳
60歳

◆内容

無料クーポン
対象者

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日
平成10年4月2日～平成11年4月1日
平成 5年4月2日～平成 6年4月1日
昭和63年4月2日～平成元年4月1日
昭和58年4月2日～昭和59年4月1日
昭和53年4月2日～昭和54年4月1日

子宮頸がん検診

H31.4.1現在
２０歳
25歳
30歳
35歳
40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

予約不要です。12月の「子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対 象

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

12/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　82－2323　青倉保育園　82－2549　下仁田町役場 福祉課福祉係　64－8803（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

12/10（火）

１０：００～１１：３０

令
和
元
年

12
月
10
日
（
火
）
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
本
宿
）

日
　
程

場
　
所

対
象
地
区

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

西
牧
地
区

青
倉
地
区

小
坂
地
区

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

令
和
２
年

１
月
９
日
（
木
）

令
和
２
年

１
月
25
日
（
土
）

令
和
２
年

２
月
４
日
（
火
）

　
町
で
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環

に
よ
り
『
荒
船
の
湯
』
を
売
却
い

た
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
物
件
　
下
仁
田
町
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー
（
西
下
仁
田
温
泉
荒
船
の
湯
）

●
所
在
地
　
下
仁
田
町
大
字
南
野

牧
９
３
２
６
番
地
１

●
面
積

建
物
延
べ
床
面
積
９
１
３
㎡

土
地
面
積
４
，
９
６
６
．
９
８
㎡

●
最
低
譲
渡
価
格

１
５
，
０
０
０
．
０
０
０
円

（
土
地
・
建
物
は
現
状
有
姿
で
の

譲
渡
と
な
り
ま
す
。
）

●
申
込
期
間

令
和
元 

年
11
月
25
日
（
月
）
か
ら

令
和
２
年
１
月
20
日
（
月
）
ま
で

●
申
込
書
類
　
申
込
期
間
中
、
役

場
商
工
観
光
課
で
配
布
し
ま
す
。

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
）

●
施
設
見
学・説
明
会

令
和
元
年
12
月
５
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
現
地

令
和
元
年
12
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
現
地

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
５

（
直
通
）

『
荒
船
の
湯
』

　
　
　
譲
渡
の
ご
案
内



23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

健康健康

●
い
こ
い
処
筋
ト
レ

　「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お
茶

を
飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い

ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、１
０
０

円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ

ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に

実
施（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）午

前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
※
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。外
出
が
危
険
な
ほ

ど
の
天
候
不
良
の
場
合
は
お
休
み
で

す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、不
明
の
場
合
は
、福
祉
課
　
包
括
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
好
き
な
所
へ
出
か
け
る
事
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
〜

　「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
下
仁
田
町
」を
目
的
に
、お
茶
を

飲
み
な
が
ら
楽
し
く
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
集
い
の
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
に『
第
3
回
み
か
ん
’ｓ
カ
フ
ェ

i
n
大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
』を
行
い
ま
す
。

※
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
。

　
大
澤
先
生
の
貴
重
な
講
座
が
あ
り

ま
す
。皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
お
知
ら
せ

み
か
ん
’ｓ
カ
フ
ェ

●
日
　時
　
12
月
9
日（
月
）

●
時
　間
　
午
後
1
時
30
分
〜

●
場
　所
　
大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
参
加
費
　
無
料

●
内
　容
　
①『
大
澤
　
歩
先
生
の
ミ

ニ
講
座
』　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

認
知
症
に
な
ら
な
い
人
の
共
通
点

認
知
症
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
9

大
法
則
・
1
原
則

②
茶
話
会
　
午
後
2
時
〜
3
時

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
役
場

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64―

8
8
0
4

み
か
ん
’ｓ
カ
フ
ェ 

i
n 

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が
ん
に
な
る
女
性
は
、
11
人
に
１

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い

が
ん
で
す
。
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が
普

通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の
た

め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、
2
年
に
１

度
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
集
団
検
診
日
程
　
（
他
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
）

●
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

●
検
診
開
始
　
午
後
１
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
５
４
９
０

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
平成31年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

各日70名の予約制です。
随時受付中（ただし、定員になりしだい受付終了）

20歳以上の女性で
平成31年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

生年月日
昭和53年4月2日～昭和54年4月1日
昭和48年4月2日～昭和49年4月1日
昭和43年4月2日～昭和44年4月1日
昭和38年4月2日～昭和39年4月1日
昭和33年4月2日～昭和34年4月1日

乳がん検診

H31.4.1現在
４０歳
45歳
50歳
55歳
60歳

◆内容

無料クーポン
対象者

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日
平成10年4月2日～平成11年4月1日
平成 5年4月2日～平成 6年4月1日
昭和63年4月2日～平成元年4月1日
昭和58年4月2日～昭和59年4月1日
昭和53年4月2日～昭和54年4月1日

子宮頸がん検診

H31.4.1現在
２０歳
25歳
30歳
35歳
40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

予約不要です。12月の「子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対 象

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

12/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　82－2323　青倉保育園　82－2549　下仁田町役場 福祉課福祉係　64－8803（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

12/10（火）

１０：００～１１：３０

令
和
元
年

12
月
10
日
（
火
）
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
本
宿
）

日
　
程

場
　
所

対
象
地
区

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

西
牧
地
区

青
倉
地
区

小
坂
地
区

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

令
和
２
年

１
月
９
日
（
木
）

令
和
２
年

１
月
25
日
（
土
）

令
和
２
年

２
月
４
日
（
火
）

　
町
で
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環

に
よ
り
『
荒
船
の
湯
』
を
売
却
い

た
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
物
件
　
下
仁
田
町
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー
（
西
下
仁
田
温
泉
荒
船
の
湯
）

●
所
在
地
　
下
仁
田
町
大
字
南
野

牧
９
３
２
６
番
地
１

●
面
積

建
物
延
べ
床
面
積
９
１
３
㎡

土
地
面
積
４
，
９
６
６
．
９
８
㎡

●
最
低
譲
渡
価
格

１
５
，
０
０
０
．
０
０
０
円

（
土
地
・
建
物
は
現
状
有
姿
で
の

譲
渡
と
な
り
ま
す
。
）

●
申
込
期
間

令
和
元 

年
11
月
25
日
（
月
）
か
ら

令
和
２
年
１
月
20
日
（
月
）
ま
で

●
申
込
書
類
　
申
込
期
間
中
、
役

場
商
工
観
光
課
で
配
布
し
ま
す
。

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
）

●
施
設
見
学・説
明
会

令
和
元
年
12
月
５
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
現
地

令
和
元
年
12
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
現
地

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
５

（
直
通
）

『
荒
船
の
湯
』

　
　
　
譲
渡
の
ご
案
内



会　場 開催日 時　間 講　師

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯ぐきの出血　　　　　　火／乾癬について
水／歯並びと食生活の関係　　木／もの忘れが気になったら
金／唾液のはたらき　　　　　土日／乳腺の炎症
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆11日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン12月 ☎０２７－２３４－４９７０

平成31年度（2019）12月～1月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　12月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月20日（金）

12月9日（月）
1月7日（火）

1月24日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和元年5月～6月生まれ

平成31年2月～3月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

平成２8年5月～6月生まれ

令和元年8月～9月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月13日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆12月1日（日）　  宮崎誠先生（宮崎医院）
◆12月15日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
12月2・9・
  16・23日（月）

12月23日（月）

12月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。
【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》　【問い合わせ】　福祉課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

交流防災センター（道の駅）

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉地区集会所

桑本地区多目的集会所

　18日(水)
23日(木)
2日(月)
7日(火)

健康運動指導士

9日(木)
30日(木)
19日(木)
24日(金)
　5日(木)
　9日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

9日(月)
21日(火)
25日(水)
　31日(金)
3日(火)
17日(金)

17日(火)
27日(月)
4日(水)
8日(水)

　17日(火)
27日(月)

10日(火)
29日(水)
23日(月)
29日(水)
23日(月)
30日(木)

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
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12月
1月
12月
1月

1月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

健康健康



会　場 開催日 時　間 講　師

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯ぐきの出血　　　　　　火／乾癬について
水／歯並びと食生活の関係　　木／もの忘れが気になったら
金／唾液のはたらき　　　　　土日／乳腺の炎症
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆11日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン12月 ☎０２７－２３４－４９７０

平成31年度（2019）12月～1月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　12月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月20日（金）

12月9日（月）
1月7日（火）

1月24日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和元年5月～6月生まれ

平成31年2月～3月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

平成２8年5月～6月生まれ

令和元年8月～9月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月13日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆12月1日（日）　  宮崎誠先生（宮崎医院）
◆12月15日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
12月2・9・
  16・23日（月）

12月23日（月）

12月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。
【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》　【問い合わせ】　福祉課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

交流防災センター（道の駅）

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉地区集会所

桑本地区多目的集会所

　18日(水)
23日(木)
2日(月)
7日(火)

健康運動指導士

9日(木)
30日(木)
19日(木)
24日(金)
　5日(木)
　9日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

9日(月)
21日(火)
25日(水)
　31日(金)
3日(火)
17日(金)

17日(火)
27日(月)
4日(水)
8日(水)

　17日(火)
27日(月)

10日(火)
29日(水)
23日(月)
29日(水)
23日(月)
30日(木)

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分馬
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1月

12月
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1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
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12月
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12月
1月

健康健康
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

12
月
28
日（
土
）・12
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
火
）・
19
日（
木
）・
26
日

（
木
）

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
30
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
６
期

介
護
保
険
料
６
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
６
期

納
期
限
は
１２
月
25
日（
水
）で
す

月
12

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

12
月
の
支
払
日

1
月
の
支
払
日

文化の薫り高い住民活動
～町民文化祭開催 in 文化ホール～

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０１９年 No764

月月 有
料
広
告

有
料
広
告
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下仁田プライド in

文化振興による
まちづくり

人口
　男
　女
世帯

（　 8）
（　 8）
（ 0）
（　 4）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,238人
3,579人
3,659人
3,318世帯

転入  13人/  出生 3人
転出  6人/  死亡 18人

（11月1日現在）

（10月中）

10月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　彰　）
（　正　）
（　光　）
（早　苗）
（正　規）
（正　之）
（柳田小夜子）
（宗　紀）
（英　昭）
（浅香勝見）
（一　郎）
（多惠子）
（弘　夫）
（喜　紘）
（久　義）

下小坂
東　町
土谷沢
市ノ萱
東　町
城　西
大　坂
上　町
東　町
中　央
中小坂
旭　町
小　川
下　町
横　間

地　区
ご出産おめでとうございます

永 井　悠斗　 （隆弘・沙織）   中　央

（保護者）出　生　児
ゆうと

佐藤　今朝𠮷
神戸　玉江
土谷　忠男
神宮　國廣
古屋　俊次郎
平田　たい
林　　都子
佐藤　都
松村　喜好
黒澤　利明
永井　和夫
田村　繁三
清水　正子
渡邉　和喜
上原　きぬ江

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
安　藤　正貴　　  （南野牧）
大河原　鈴菜  　　（甘楽町）｛

道の駅しもにた
リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン
新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

下仁田コロッケ
1個 100円
数量制限なし

有
料
広
告

右記チケット提示でまるも屋の
「下仁田コロッケ」　1個100円!!
数量制限なし!!12/2日～16日まで

有
料
広
告

茂木時計店【オーダーメイド補聴器認定店】リオン、ワイデックス補聴器取り扱い
住所 下仁田町下仁田393-6　電話・ＦＡＸ 0274-82-2811
H P  www.tokei10.com

実用性の高いスタンダードモデル

オレオール 2020年モデル 各種オレオール 2020年モデル 各種

12月 特別展示品
日本伝統の工芸技術を用いた”和”の腕時計
・宇陀印傳・畳・栃木レザー

SALESALE 20,000円～円～円～11,00011,000円円円円
（税込価格）全品

メーカー希望価格 30,000円～


